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E5日 はアスキーの登録商標です 


g 1 988 by Sony CorPoration 


「はが書劃H響駐で 
こんなことができます. 


___■ ‐‐ ‐■ 


住所録として約1000件 まで登録できます。 


「はがき書右衛門」は葉書の表書き( 宛 名、差土人 のみならす、裏画の文夏も書ける、葉書き作成のためのソ 


フトです。 


○ 登録 した住所 は、一覧表に氏名のアイ ウエオ順 に並べ られます。 
○ 地域別、学校、会社別などグループ別 に分 けて登録する ことができます。 
0特 定の情報を入力 してお くことによ り、後か らその条件を満たす氏名を検索することができます。 
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用ワープロ機能を備えています。 


08件 ( 1件 につき約600文 字) の文書を登録 できます。 
O文 字を拡大 した り、飾 りをつけて印刷することができます。 


□ □ □ 一国回 


〒 141- 2 


義 
和 
様 


竹沢 
誠 


東苦●Ｔ輌川区１２　３‐ 
〈性じセンチュリーハ 
システム閣塞＾部 


の宛名、文面とも付属の毛筆 デイスクを使つて毛筆で印刷することがで 
ます。 
鉤 


束索卿わｉ二島Ｒオーー２１３ 


充格慾あビル４Ｆ 


〒 141- 2 


晟“輛 


竹沢 
誠 


東きう■”川区１２　３ 
＾株）センチェリ　ハウス 
システム関践“部 


カー トリッジと併用 して、住所録に登録 してある電話番号をオー トダイ 


旧年中は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます 


本年もさらに皆様の御期待にそうぺく一層の努力をいたす 


所存でございますので御指導御鞭撻の程お願い申し上けます 


誠 
贅 
前 
年 


ルすることができます。 
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期けｉｔマ 
おめＴとう 
ざ 
ざ 
い 
ま 
す 
昨年は人久おせ％になり，ｔた 
本年もよろｔくお願い久ｔます 
Ｔんへ九年　　　　えュ 


このマニユアルの使いかた 
。 
・… … … … … ……… 


ディスクについて 
' … … …… … …… … … … … …・ 


住所録に必要な機器を確認 しましよう 。… … … 


『はがき書右衛門」のスター トと終了のしかた 


スター トの しかた … … … …… … … …… … … 


終了の しかた … … …… … … … ……… … …… … 


葉書の表を書き ( 住所録 に登録 ) 、 
印刷する 


住所録を選ぶ … …… … …… … … …・… … … 


カー ドに宛名を書 く …… …… … … … … …… 


記入 したカー ドを住所録 に登録する …… 


差出人を登録する … … … ……… … … … …・ 


表書きを印刷する …… … … …… … … … …・ 


葉書の文面を書き、印刷する・ … ……… …… 


文字を入力する … … … … … … … … 


文字を拡大、強調する … ……… … … … 


文書を印刷する …… … … …… …… … ……… 


文書を登録する … … …… … …… … …… … … 


住所録のスター ト… … … … … …… …・… 


「カー ドの一覧」画面について … 


宛名の記入 …… … …… … … …… … … … … 


文字の入力 … … …… … …… … … …… … … 


文字の入力の しかたを選ぶには … 


キー上の表示の見かたと押 しかた 


ひらがなの入力 … … … … … …… … 


英数字の入力 … … … … … … …… … 


カタカナの入力 …… … … …… …… … 


半角文字の入力 … … … …… … … … 


文字の修正 一…… … … … … … … … 
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漢字の入力・… … … … … …… …… … … … … … … … …… … …… 


J I Sコ ー ドを使った漢字の入力 ・… ……… …… … …… ……・… 


氏名の敬称の変更 … … … … … …… … … …… …… … … …… ……… … 


宛名のレイアウト確認 … …… … … … … …… …… …… … … … …… … 


宛名の登録 … … … …… …… … … … … …… … … ……… … … … … …… 


登録 したカー ドを見るには … …… …… … …… … …… … … …・ 


宛名の変更… … …… … … … … … …… … …… … … … …… … … … … … 


『マーク」を『カー ドの一覧」画面で記入… …… …… … … …… ……… 


カー ドを複写して別のカー ドに応用… ……… … …… …… … … … … 


カー ドの削除 …… …… … … … … …… … … …… … … … …… … …… … 


差出人の記入 … … … … … … … … … … … …… … … … … …… … …… 


差出人のレイアウト状態を見るには …… … … … … … … …・ 


差出人を変更するには … …… … …… … … … … …… …… … …・ 


棄書の表の印刷 … …… …… … … …… … … … … … …… … … ……… … 


宛先人を選ぶには … … … … … …… …… … …… … … … …… …… 


印刷項目を設定するには …… … … … …… ……… … …・… … … 


毛筆で印刷するには …… … …… … … …… …… … ……… … … … 


葉書をセツトするには ……… … …… …… … … … …… … …… … 


作成 した住所録をグループ分けして使う … … …… … … …… … … 


住所録に登録されている氏名をグループ分けするには … 


住所録に登録する時点でグループに振 り分けていくには 


グループー覧を見るには …… … …… … … … … …… …… …… 


グループから氏名を削除するには …… …… … …… … … 


住所録の検索 … ……… … …… … … … … ……… … …… … … … … 


特定の文字を検索するには … … … …… …… …… … 
… 


住所録の氏名を索引するには … …… ……… … … … … … … 


住所録の終了 … … …… … …… … …… … …… … … 
… … … 
…… 
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文書作成の準備 …… …… … …… … … … … …… 


文書を作成する画面を表示するには・ 


文書名をつけるには … … … … … ……… 


書式を設定するには …… …… … …… …・ 


文書の作成 …… … … …… … … … … … …… …・ 


文書編集画面の説明 … …… …… … … … 


文書編集画面の入力について… … …… 


文書の編集 … … …… … …… … … … … ………… 


文字のサイズを変更するには …… …… 


文字に飾りをつけるには … … … …… … 


センタリングをするには … … ……… … 


行単位で削除するには … … …… …… … 


複写するには … …… … … ……… … … …… 


移動するには …… … … … … …… … … … 


レイアウトを確かめるには … ……… … 


登録するには … … … …… …… ………… … 


文書単位の消去と複写 …… … … …… … … … 


文書全体を複写するには …… …… … … 


文書全体を消去するには … … … … …… 


文書の印刷 …… … … ……… … … … …… …… … 


ディスクのパックアップ …… … … …… … … 


ディスクを初期化するには …… … …… 


ディスクをコピーするには … … …… … 
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● 権利者の許諾を得ることなく、このソフ トウェアおよび取扱説明 


書の内容の全部または一部を復製すること、およびこのソフ トウ 


ェアを賃貸 に使用することは、著作権法上禁止されてお ります。 


● ソフ К ウェアを使用 したことによるお客様の損害、または第三者 


からのいかなる請求についても、当社 は一切その責任を負い美4 


ます。 


● 万一、製造上の原因による不良があ りましたらお致 19替 えν ■ 
_ 


ます。 


それ以外の黄はこ容赦 ください。 


● このソフ トウェアは、指定された装置以外には使用できません。 


● このプログラムの仕様は、改良のため予告なく変更することがあ 


りますが、こ了承 ください。 


zDi 1 7, l*, @2? -, h\2Ll< Lr/dLr/'i -y t )b=, C:-9-CltlEHC 
tttt/u. 
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L____ 


このマニュアルでは操作について、以下のように使いかた編と機能編に分けて説明 してあります。 


「はがき書右衛門」をお買い上げいただいてから操作をするまでの準備についても必ずお読みください。 


使いかた編 


初めてワープロをお使いになる方、またはこの「意がき書右衛門」を初めて 


お使いになる方へ、次の実例 にそつてこ紹介 してあ ります。 


● 年賀状の宛名の内容を登録 し、印刷する 


● 年賀状の文面を書き、印刷する 


実例に従って操作 してください。基本的な機能を使いこなI る ようになります。 


機能編 


このワープ国のすべての機能について、操作目的別 にまとめて万 ' 3ま す。 


使いかた編よ りさらに詳 しい説明が知 りたいとき、あるいは使し|■ ■ 千 1こ は 


無い操作を行うときは、機能編をお読み ください。 


マニ ュ 
ヽて 


MS× コンピュータのボタンはすべて三ニコで囲んであります。 


I RET∪RNは |I RETUREキ ーを押すことを示し、 
Fl 」 ( 追加) は 機能を選ぶ画 


面から「追加」を選ぶために Fl キーを押すことを示します。 


ニュア′ 


「はがき書右衛門」は3枚 のフロッピーディスクで構成されています。 


住所録や文書用のプログラムが入っています。このディスクに住所や文面を登 


録します。プログラムディスクは毛筆ディスクを使うとき以外は、必ず ドライ 


ブに入れたままで、お使いください。 


毛筆て三「 刃‐るときに使います。 


( J : S第 1水 準の毛筆漢字 ) 
( J : S第 2水 準の毛筆漢字 ) 


大切なプログラムや登録したデーターを消してしまうことのないように、必ず、 


ディスクのバックアップをとつてからお使いください。( 91ペ ージ「デイスクの 


バックアップ」をこ覧ください。 
) 


毛筆 
ディスク 1 


デ ィスクのタブについて 


ディスクのタプの位置により、ディスク気の書き込みが可能、または 


不可能になります。住所録や文面の内容を登録する ( 書き込む) た め、 


プログラムディスクのタフは書き込み可能の位置にしてください。 


書き込み可 
書き込み不可 


タ ブ 


-日 | 
口 | 


回 


●●】 


デイスクについて 


毛筆ディスク 1 
毛筆デイスク2 


日 


「 


プログラム 
ディスク 


∴| | 
「~|| 


‐ 


| | | || 
巳 _二 劃 


毛筆 
ディスク2 


ます。 


モニター 


アナログRGB対 応のCPS- 1 4Fl な どをお薦めいたします。 


( ソ ニーCPS- 14Fl な ど) 


MSXプ リンター 


( ソ ニーPRN― M24丁YP巨 ‖, HBP― Fl ) 


MSX2パ ーソナルコンピューター 


ソニーHB― Fl × DJ な どRAM64K以 上、∨RAM128Kの ものをお使いください。 


MSX― J Eを 内蔵 していない機種 ( HB― Fl × Dmk‖ 
など) を お持ちの方は、MS× 


標準 日本語カー トリッジ「HBI ― J l 」 が必要です。 


日 _ 1■ 
■■ 
しよつ 


鰺 
機・‐ 


1プログラムディスクをディスクドライブに差し込みます。 


デ ィスクはパチン[ 言 ■ , こ ぎて三 _i l ヽ ます。 


2モ ニターテレビ、プリンター、MSX2パ ーソナルコンピューターの 


電源を入れます。ブロクラムディスクのプログラムがスタートします。 


スタート画面か表示されます。 


スター ト画面 


スタートと終了のしかた 


『 
」 


スタートのしかた 


=~~「 


~「■~ 11~~: ~: ・ 


「はがき書右衛門」のスタートと終了のしかた 


l rカ ー ドの一覧」画面または「文書一覧」画面になつていることを確 


認します。 


( 画面が日本語を入力する画面のときは、1工匡到を押して、機能選択 
画面にします。 
) 


を選択する画面 


2[ F5三|( 終 了) を 押 します。 
スタート画面に戻ります 


スター ト画面に戻 ります。 


― 
終了するときには、必ずスター ト画面 に戻 ってください。途中で電源を切ると、 


次回スター К するのにかな り時間がかか ります。 


3『終了」を選び、1旦旦旦壁」を押します。 


MSX― DOSの画面 に戻 ります。 


4パーソナルコンピューターの電源を切ります。 


９Ｌ 
嘔■― 


ＦＩＩ 


終了のしかた 


籟一〓＾ 
難繭　‥ 


「ほ■ ' き 書在 膏=: _ぞ 更つて 
ま百 三 二=こ J テ I 三 買´―■ 
■ 
「 
てヽ ま _ぎ う 
= 


基万=: な 隻 レ■ ■ を三 え=三 
二■ てモま 


~ヨ~= 


この 年 賀 ´六を ′ [ る こ ま、 . ■ 3手 員て ' 子 ´ ま す c 


『 


: 


詳 しくお知 りにな りたし 


山田大郎 
様 


「 
¬ 
国 


□ □□―□□ 


□ ―□□ 


東京都杉並区 


墓示都口門「区 


６１７１３５ 


“ 


一Ｔ 
生装枠り十 


明けまして 
おめでとうございます 


一九人九年　元旦 


1葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 。…… … …… …・…… …14 


住所録を選ぶ . … … … … … … … … … ¨… … … … … … …… …・¨…… 14 


記入したカードを住所録に登録する 。… … … … … … … …… ……・…18 


表書きを印刷する ・…・… … …… … … … … …・ 


2葉書の文書を書き、印刷する 


文字を拡大、強調する 。… …… 
・・・・・・・・・・・・・・・・28 


カー ドに宛名を書く・… … … 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 


文書を登録する ・… … 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 


差出人を登録する 。… … … … … … … 
・・・・・・・・・・・・・・19 


文書を印刷する ・¨ …… … …… … … … …… … 
・・・・・・30 


・・・・22 


文字を入力する 。…・… …・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 


・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 


ページをこ覧ください。 


ヽ部分については、左側に表示されている機能編の参照 


目 
■ 


葉書の宛先を書き印刷するには、宛名と差出人を住所録に登録 しておきます。 


住所録を選ぶ 


1『 はがき書右衛門」をスター トします。 


スタート画面が表示されます。 


2「住 所 録 」 を選 び、「RET∪ RNを 押 します。 


しばらくすると、「カー ドの一覧」画面か表示されます。 
0何 も入力されていないときには、画面は自動的に「カー ドの追加」に移ります。 


● すでにカー ドが登録されているときには、 _曰~|( 追 
加) を 押 します。 


ここでは初めてなので、自動的 |こ 「カー ドの追加」画面に移ります。この画面 


に宛名を入力します。 


3日本語を入力できるように、まず□五円を押して、日本語を入力する 
画面に切り換えます。 


文字を入力するときには、必ずこの画面で行います。 


ひとつ前の画面に戻るには 


1亘⊆: ||を 押します。 


スタート画面に戻るには 


I T∧ BI を 押して機能を選択する画面に戻つてから、[ 耳司 ( 終了) を 押します。 


葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 
14 


キ 


| 


1五: t i l l 


カー ドに宛名 
く 


次のように、宛名を 「カー ドの追加」画面に記入 します。 


□ ■ 
36ペ ージ 


一■■ 


■ 
■ 


■ 


■■■■■■■■■■■ 


1「かな入力」か「ローマ字入力」かを選びます。 


「かな入力」はキーボードの ″かな″ 表テ I ・ モつてア、■ する方法です。 


I Z□ 二|を 押し、キーのランプを点灯I I ま す[ 


「ローマ字入力」はキーのアルファヘ ´ ＼表テ こ' こ つて入力する方法です。 


この場合は、 |力▼夏|キ ーは押さないてく■ =し 


l 。 


2ひ らがなで『やまだたろう」と入力します。 


次のキーを押 します。 


「かな入力」の場合 


□ □ 
一>やまだたろう 


「ローマ字入力」の場合 


図囚日囚□ 囚日囚□ 回固→ 


このとき、V仄|と 入力して画面|こ 「や」と表示されず、「ya」 と表示されたら、 


英字の入力になつているためです。その場合には、 日「Fl 〕 
( □ ―マ/英字) を 


押すと、ローマ字入力に切り換わります。( 特 に表示は変わりません。 
) 


間違つて入力 したときは 


間違えた文字を消 して入力 し直 してください。 
●カーソルの前の文字を消すには、 EB「: |||を 押します。 


[ ) カ ーソルの位置の文字を消すには、 [ EE□ 
を押します。 


た 
ろ 
つ 


15 


一 
理一 
勲一 
一 
一 
数難一 
額一 


3スペースキーを押して、漢字に変換します。 


文節ことに区切 られて変換されます。 


画□ 天副 
ヒ■ ―― L―十 


緑色の部分は確定 ――」 
紺の部分は、次ぎに確定または 
または再変換の文節です。 
再変換の対象になる文節です。 


希望の漢字に変換されなかつたときは 


続 けてスペースキーを押 します。押すたびに別の漢字が表示されます。希望の 


漢字に変換されるまで押 します。 
0前の漢字に戻るには、〔GRAPH I を 押します。 
Oひ らがなの状態に戻すには、「ESCI を 押します。 


41R巨丁∪R画 を押 して 、文 節 こ と に漢 字 を確 定 します 。 


文字の後の色がとれた状態を 「確定」といいます。 


「山田」と 「太郎」|ま 2つ の文節から成っていますので、 I RET∪ RNI を 2度 押 


します。 


山田太郎 


漢字に変換された表示がすべて正しいときには 


□ 玉□ 
( 全確定) を 押すと、1度 に全部の漢字が決まります。 


5田 ET∪ R団 を2度押します。 


「〒」欄 にカーソルが移動 します。 


||1両▽ 夏1の ランプが消えていることを確認 します。 


ランプがついていたら、押 して消 します。 


1次 のキーを押 します。 
→‖ 尊■ 
| 


2田 E丁∪R円 を押して文字を確定します。 


3田亘囮亘団 を押して、カーソルを次の行 ( 住所) に 移します。 


0 


葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 


ｒｌＬ 


|‐「 〒‐11( 郵使番号) 1欄を入力するには 
|||‐ |||‐ 
| 


需一 
一 
【褥漑揚憲 


□ □ □ 
SHI FT 十□ □ □ 日 


「■ヽコ 
一 
に降」 


「ローマ字入力」の場合 


日 
N 


2ス ペースキーを押して、漢字に変換します。文節ことに区切られて 


変換されます。 


31R巨 丁∪R団 を押 して文節ことに漢字を確, 定 します。 


この場合2つ の文節からなつているので、田ET∪ RN｀|を 2度押します3 


東京都品川区 


41RET∪ RNI を 押 してカーソルを次の行に移動 します。 


5スペースキーを 10回押します。 


カーソルが『区」の文字の下に移動します。 


6数字「6- 7- 35」 を全角で入力 します。 


1勇: 罹憂 
||の ランプが消えていることを確かめますc 
「かな入力」をしていたときは、[ かな: ||を 押してテ〕ア三三_言 丁 


: 


次のキーを押します。 


―→ 


「Лリ 
爾Ｍ」 


― 
― 
) 


□ 日□ □ →6- フ ー35 


7田 E丁 ∪R団 を押して数字を確定します。 


6- フ ー35 


か 
く 


0 
丁 
∪ K Y 0 
∪ 
0 
G A 
U 


6 


これで葉書の宛名にあたる部分をカー ドに記入できま した。 


17 


菫無議彗毒i を1本舞毒|を難 


`議=■ 
難鷲難議議難難難難難豪 


1『かな入力」か rロ ーマ字入力」かを選び、ひらがなで「とうきよう 


としながわく」と入力します。 


次のキーを押 します。 


「かな入力」の場合 


園 菫 1理国 


1 l TABI を 押 して、機能を選択する画面に切 り換えます。 


2~~F三 ( 登録) を 押 します。 
これで登録ができました。 


登録されたカー ドの氏名が左1則 「氏名」欄 に赤枠で囲まれます。 


3[ Ⅸコを押して、rカ ードの一覧」画面に戻します。 


登録 した宛名が 「カー ドの一覧」画面に表示されます。 


葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 


嘔―― 


記入したカー ドを住所録に登録する 


中 
一 
一 
壊一 
鰺颯一 
褥一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
ｍ 
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差出人を登録する 


差出人は、 1名 しか登録できません。 ここでは、次のように入力 します。 
■ : ■ 


1 
SHI F丁 
を押しながら、 |口「 三: ( 差 出) を 押します。 
「差出人の変更/登 録」画面か表示されます。 


2圧匡コを押して、日本語を入力する画面を出します。 


―口” 


狂 _二__ 


一輛Ｗ一■一１． 


・乃一 


1次 のキーを押 します。 
「かな入力」の場合 


□ □ □ □ □ □ →1潔CI I 濠 


`1漱奪 
1篠 ||| 


「ローマ字入力」の場合 


□ 日日口固日□ 国囚図回→寧 


' な 


1多|11摩|%|゛ 


2スペースキーを押して、漢字に変換します。 


1佐国|1整∃ 


3匿□ 囮亘団 を 2度押して、漢字を確定します。 


匡憂 
=ヨ 
4田ET∪ R口 を押して、カーソルを「〒」の位置に移します。 


匝理] が消えていることを確認してください。「かな入力」をしていたときは、 


匝亜: ] を 押してランプを消します。 


1次 のキーを押 します。 


6 8 → |, 111毒舞 


2 
を押し、文字を確定します。 


168 


3田ET∪ R出 を押 して、カーソルを「住所」の欄に移 します。 


葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 


鰈鼈隋陽 


3『氏名」、「〒」、r住所』欄を次のように入力します。 


入力は宛名をカー ドに記入 したときと同 じ要領で行います。 


11111111111111: : : 蒻1籐ml i : : : : : |||||: : : : : : : ||: |: : : : : : : : |||: |: ||: ||: 11: : : : : : : |: ||111: : : : : : 11炒 
: : : : : : : , : : : : : ! 三 : 意: : : : : : 量 
: : : : : : : 量 
|: : : : 菫 : : : : : : , ; 量 
: : : : : |: : : |: : : : : : : : : 菫 
: 三 : : : : : 〕: : : : : 三抒 
: : 暑 : : 曇 : : : : : 三 
: 三 : 奮: : : ! ξ 
: ‐ : : : : : : : 吻 : : : : : : : : : : : : : : |: |: : : : : |: : : : ま : : : : : 燒: : : : : : : は 
: : i : : : : : : : : : : : : ‡ : 頸 : : : : : 磋 
! : ‐ 


と 
つ 
き 


「かな入力」か 「□ ―マ字入力」かを選び、ひらがなで入力します。 


1次 の キ ー を押 します。 


「かな入力」の場合 


SHI FT 十1] □ □ 
き □ □ □ 


「ローマ字入力」の場合 


日回日国日回日 
固 G □ 国日日 


2スペースキーを押して、漢宇に変換します。 


医壼団国璽国 


31匝訂日亘工 を 2度押して、漢字を確定します。 


東京都杉並区 


4田 巨T∪ RNI を 押してカーソルを次の行に移動します。 


5ス ペースキーを10回押して、カーソルを「区」の下に移動します。 


6数字を全角で入力します。 


曖薩二||が 消えていることを確認してください。「かな入力」をしていたときま 


||: Z□ 
=|を 
押してランプを消します。 


→ 


→ 


し 


― 
― 
) 


71RET∪ RNI を 押し、数字を確定します。 


3- 1 


81爾ヽBI を 押 して、機能を選択する画面に切 り換えます。 


( 登録) を 押 して、差出人を登録 します。 
Fl 


′く、 


丁 
S 
K 
∪ 


3 


9 


画面は、「カー ドの一覧」に戻 ります3 


住所の入力 


機能編 
58ペ ージ 


表書きを印刷する 


宛名と差出人を登録 したので、ここで表書きを印刷 してみま しょう。練習用で 


すので、付属のテス ト用葉書を使 って印刷 します。テス ト用葉書のセットの し 


かたについては、62ペ ージを参照 してください。 


1「カー ドの一覧」画面で 印刷する宛名『山田太郎」を選び、 


を押します。 


21亜EI ( 印刷) を 押 します。 


「カードの印月」」画面が表示されます。 


3『 カードの印刷」の項目を設定します。 


ここでは初期設定値を変更しないで印刷 してみましょう。 ただしプリンターの 


項目はお使いになるプリンターに合わせてHBP― Fl ま たはPRN― M24を 選びます。 


4印刷を始めるには、( RETUR団 を押 します。 


印刷が始まります。 


|グげ 
霊 


９Ｌ 


， 
Ｌ 


葉書の表を書き( 住所録に登録) 、 印刷する 


エ 


匡璽コを押します。 


これで宛名書きが終了しました。続けて文面を印刷するには次の「葉書の文面 


を書き、印刷する」に進みます。宛名だけを印刷する場合は、ここで終了する 


ことができます。 


1「カー ドの一覧」画面で、 □ 
( 終了) を押 します。 


スタート画面に戻ります。 


― 
■ r: ― 


2「終 了 」 を 選 び、: RETURNを 押 します 。 


しばらくすると MS× ―DOSの 画面 |こ 夏つつます3フ =グ ラニテンスクを ドラ 


イブから抜いて、電源を切ります。 


これで葉書の宛名書きが終了 しま した。 


使いかた編 


睡□■ 


‐住所録の操作を終わる|111 1 1111111‐ ‐ 


|‐|‐ 
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 


|‐‐ 


||‐‐‐‐‐|‐ 
‐‐ 


|||‐‐ 
|‐‐‐ 


|‐| || 


∵一 
三一 


文面を書くには、スター ト画面で 「文書」を選びます。( 11ペ ージ参照) 


1ス タ ー ト画 面 で 、「文 書 」 を 選 び 、[ RE丁 ∪RNI を 押 します 。 
「文書一覧」画面が表示されます。 


□ □ 


東南獣腎輔川区 
６１７１３５ 


山田太郎 
様 


〒 1( B 


笙埜″宇 


菫 
| 


明けまして 
おめでとうございます 


一九八九年　元旦 


文字を 


2 1TA□ を押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


□ □ 


圧コロ 


77ペ ージ 


~~¬ 
」 


粽鶉鰈鍮 


■ ||| 


78ペ ージ 


3こ れから作成する文書に名前 ( 文書名) を つけます。 


ここでは、「年賀状」と入力 してみます。 


「かな入力」か 「ローマ字入力」かを選び、ひらかなで入力 します。 


1次 のキーを押 します。 


「かな入力」の場合 


ね 
圧□ + よ 
つ 
→ 


「□ ―マ字入力」の場合 


国 
口固→ 


2ス ペースキーを押 して漢字に変換 します。 


睡 到 


3田亘匹F画 を押して確定します。 


年賀状 


4匡巫コを押して、機能を選択する画面に切り換えます。 


5 
Fl 
( 編集) を 押します。 


文書編集画面が表示されます。 


ここでは、新 しく文書を作るため、画面は自動的に 「文書の書式設定」画面 に 


移 ります。書式 とは、葉書 に合わせて文字間隔、行間隔、縦書、横書などを設 


定することをいいます。 
この場合は、変更する必要がないためこのまま RETUREI を 押します。 


文書編集画面にな ります。 


|し′ 
ん 


N 巨 
G 
J 
Y 


1ページ 


6口互匡|を 押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


7~~¬ 


難一 
鰺ｍ一 
鐸鐙 


お“裏 


7 PET∪ RNI を 6回 押 してカーソルを 7行日に移します。 


8文書を入力 します。まず全角で入力 します。 


『明けまして」をひらがなで入力します。 


1次 のキーを押します。 


「かな入力」の場合 


□ □ 
ま 
→ 


「ローマ字入力」の場合 


囚図□ 日囚□ □ 日□ 


2ス ペースキーを押 して、漢字に変換 します。希望の漢字が出るまで繰 り返 し 


スペースキーを押 します。 


匝匪褻 □ 


31R□ 匹I RN〕 を押して文字を確定します。 


明けま して 


4も う1度 田ETURNI を 押して、カーソルを次の行の頭に移動させます。 


「おめでとうございます」をひらがなで入力します。 
5阻 薗¬ RNI を 押 して確定します。 


6[ RE可工幽_||を 4度押してからスペースキーを4回 押します。 


て 
し 


葉書の文面を書き、印刷する 


群, ■ 
は 


→|101嶽資||||て 


|■ 1[ ri =. ‐ ■ , : 
」 
が 
」 


い 
ち 


『一九八九年」をひらがなで入力します。 


この場合、各数字を1つ ずつ変更 していきます。 


1次 のキーを押 します。 


「かな入力」の場合 


「□ 一マ字入力」の場合 


SHI FT 


SHI FT 


十 


十 


→ 


スペ ー ス 
囚 


スペ ー ス →囲 


→ 


― 
― ) 


「「Ｊ 
Ｆ」 


き 


は 


き 
→ 


□ 囮→ 
□ 


スペ ー ス 


スペ ー ス →囲 


□ 
→□ 
→囚 
→囲 
→□ 


→ 
→ 


スペ ー ス 


日囚日 
スペ ー ス 


スペ ー ス 


スペ ー ス 


□ 
日□ 日→|がんな|ん| 


↓↓↓↓ 


す 
ま 
し 
定 
確 
を 
中丁 
文 


アヽ 
し 
三 


を 


一劇 
一 
一い一 
Ｆ 
一 
一Ｊ一 
「 
一 
一Ｅ一 


一Ｒ一 


９」 


一九八九年 


スペースキーを2回押 してから、続けて同 じ行に『元旦」を入力 します。 


1次 のキーを押 します。 


「かな入力」の場合 


「ローマ字入力」の場合 
G 
丁 
→|な1疑|な|ん| 


2ス ペースキーを押 して、漢字に変換 します。希望の漢字が出るまで繰 り返 し 


スペースキーを押 します。 


匡菫ヨ 


3田回囮亘口 を押して、漢字を確定します。 


これですべての文字が確定 しま した。 


9文字の入力が終わつたら、1丁A団 を押して、機能を選択する画面に切 


り換えます。 


スペ ー ス 


つ 


ち 


ゆ 
つ 


スペ ー ス 


丁 


K Y 
∪ 
∪ 


Y 
∪ U 


E N N 


N 
A N N 


鮮―、く，１ 
‥ 
ｉｌ 


「Ｊ 
９Ｌ 


匝垂到 
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文字を拡大、強調する 


「 、■ _t 又 字 |ま 、文字の大きさを変えた り、文字に飾 りをつけたりすることが 


できます. 文 字の大きさや飾 りつけは、行単位で行います。 


1カ ー ソルを文字の大きさを変えたい「明けま して」の行 に合わせます) 


( 刀 ―ソルは、その行のどの位置にあっても構いません。 
) 


2 EEヨ ( サイズ) を 押します。 


「文字サイズ」の画面が表示されます。 


3「 4倍」の文字サイズを選び、ロロ型亘団 を押します。 


4次 にカーソルを「おめでとうございます』に合わせ、上記ステップ 


1～ 3を 行いサイズを4倍にします。 


L 


葉書の文面を書き、印刷する 


・響月 
|= 


サ 
」 


」 
」 


―ル11年 元i 」 


― 
: 言 . ´ 


了ヽ言 


―）● 
幸ユ一Ｉ 
諄〕′砒 


‘‥臨胡一講‥Ｊ 


壺予匪寧謝11 中止I S: . 


鷺瀬 
1調1 竜1: =・11 1= 
雀 `t 
穫 |: 
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4倍 にした文字に飾 りをつけます。 


ここでは、文字を 「強調」にしてみましょう。 


1カ ーソルを文字に飾りを付けたい行に合わせます。 


カーソルは飾 りをつけたい行のどの位置にあっても構 いません。 


2 
F4 
( 修飾) を 押します。 


「文字修飾」画面が表示されますc 


3r強調」を選び、 
を押します。 


強調 したい行の頭 に、「強」と表示され、その行が強調されたことを示 しますこ 


印刷すると、強調されます。 


4次 にカーソルを「おめでとうこざいます」に合わせ、上記ステツプ 


1～3を 行い文字を強調します。 


使い 


■■■ 


RET∪ R 


〕． 


‐ 文字に飾りをつける 


鵬得 
― 
= 


; で言: i l 濯猥 


1 7: 
しヽび 
でとうございます」 


潤臓 1ゴ =I 三= =`「 
臭′ニ モ[ ■ i 軍■ ] 11‐ 


これまでで、葉書の文面の作成が終わ りま した。文字の修飾は、行頭にマーク 


が表示されるだけです。印刷されては じめて見ることができます。 


テス ト用葉書 
( 宛名を印刷 したもの) を 縦書用 にプリンターにセ ットします。 


セ ツトの しかたについて は62ペ ージをこ覧 ください。 


1 
Fl 
( 印 刷) を 押 します。 


「文書の印刷」画面が表示されます。 


2印 刷したい条件にあわせて印刷項目を設定します。 


プリンターの項 目は、お使いのプリンター名 に合わせます。 


3印刷を始めるには、 


印刷が始ま ります。 


を押 します。 


葉書の文面を書き、印刷する 


田 


文書を印刷する 


, 


==■ 
_11_ 
フ 
~′ ンター 
囲圏 


鎮 
嵐磯 


作成 した文書は、後か ら使うためにも登録 しておきます。 


文書を作成 し終わったら I F5( 登 録) を 押 します。 


これで、登録 した文書名で登録されま した。 


1[ 匡 
=|( 終 
了) を 押 します。 


スタート画面に戻ります。 


2そ の ま ま 「 は が き 書 右 衛 門 」 を 終 了 す る に は、「終 了」 を 選 び 、 


I RET∪ RN: を 押 します。 


MS× ―DOSの画面に戻 ります。MSX― DOSの画面からもう1度 住所録に戻る 


には、いったんリセットボタンを押すか、または電源を切ってから、もう1度 


電源を入れスター ト画面で 「住所録」を選び、l RET∪ RN] を 押 します。 


謳 


文書を登録する 


響 W, | 


使いかた編 


第 1章 


宛名書き 一 


「はがき書右衛門」のプログラムデ ィスクには、約1000件 の住所、氏名を登録 


できます。そ して、それ らの登録 してある宛名は、葉書に印刷することができ 


ます。 


この住所録には、宛名 に必要な項 目以外 にも、誕生日やメモなども記入できま 


す。登録 した宛名はグループ別 にまとめて管理 したり、また特定の語句を指定 


することによ り、簡単 に検索することができます。 


住所録のスター ト… ……… … ………… … 


宛名の記入 ……… 
……… ……… ……… … 


文字の入力 … 
…… …… …………………… 


氏名の敬称の変更 … …………… ………… … 


宛名のレイアウト確認 
……… …… ………… 


宛名の登録 … 
…… ………… …… ……… … 


宛名の変更 … … …・・・・… …・… … ………… 


「マーク」を「カー ドの一覧」画面で記入… 
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1『 はがき書右衛門」をスター トします。 


スタート画面が表示されます。 


2『住所録」を選び、田亘Ⅲ□ ] を 押します。 


「カー ドの一覧」画面が表示されます。 


CI 何 も入力されていないときには、画面は自動的に「カー ドの追加」に移 ります。 
0す でにカー ドが登録されているときには、 
Fl 
( 追加) を 押 します。 


住所録のスタート 
盗 


`● 
~: 0 


_~: : _: ∠ 
- 2- 3■ 
=言言=三 
F 


「一■】僣「】一 


「カー ドの一覧」画面について 


この画面では登録されたカー ドの氏名かアイウエオ順に表示されます。 


住所録を使うには、常にこの 「カー ドの一覧」画面から画面下の機能を選びま 


す。 この画面では、住所録の記入、変更はできません。 ( 「 マーク」以外 ) 。 


|||「力■ ′‐ドの‐ 覧」 


○ この画面で氏名、マーク、住所のほかに、郵便番号、TEL、 誕生日、メモなど 


を見たいときには、医憂I F] コ を押しながら右 ( >) の カーソルを押します。 


元の一覧表に戻すにはEコ I FT〕 を押しながら左 ( く ) の カーソルを押します。 


○画面をスクロールしたいときには、[ 亜 HI FI コ を押しながら上下 ( △ ▽ ) の カー 


ソルキーを押 します。 


画面下の機能は、左より順にフアンクションキー 
( 


応 しています。対応するキーを押 します。6番 目以降は、1亜 HI FT] を 押 しな 


がらEFl コ , [ 工 互〕・ 。と押します。 


Fl 
, 1亜至三 
|・ ・) に 対 


現在の一覧表の件数/全体の件数 … 
…… 
一 


― 
グループの件数/全 体の件数 : グ ループー覧のとき 


検索後は該当件数/全 体の件数 : 検 索中 
( 


全体 : カ ード全体の一覧表のとき 


( グ ループ名 : グ ループの一覧表のとき) 


「カー ドの一覧」画面を出すには 
高他の画面から「カードの一覧」画面に戻すには、 二Sこ をF三 。ます。 


● 検索の結果の 「カー ドの一覧」画面や、グループの ~t 一 卜の一覧」画面か 


ら住所録全体の 「カー ドの一覧」画面に戻す |こ は、1目 OMEを 押 します。 


~~~~¬ 


住所録―宛名書き― 


11111 


却賊ヤ 


個人別の住所、電話番号などをカー ドに記入 します。 


1『カードの一覧」画面で [ 11コ 
( 追加) を 押します。 


「カー ドの追加」画面が表示されます。この画面で宛名を記入 し、登録 します。 


( プ ログラムディスクを初めてお使いになるときは、 


ても自動的に 「カー ドの 追加」画面にな ります。 


Fl 
( 追加) を 押さな く 


2カ ー ドの記入を行うためには、1亜匡コを押して、日本語の入力ができ 


る画面に切り換えます。 


日本語を入力をする画面からt 機能を選ぶ画面に戻るには、もう1度E互匡|を押します。 


機能を選択する画面 
← I TAB] ) 日 本語を入力する画面 


3各 項 目を記入 していきます。 


文事ε・ 可こψ■｀た 
. ま 39ペ ージ「文字の入力」をこ覧ください。 


氏 名 


敬称を含めて、漢子16又 事まで入力できます。敬称の文字数が増えると、その 


分宛名 に使える文字数E｀ 五 十 
9ま す。 


ここで入力 したまま部「 」されますので、氏名の姓と名の間は、適当にスペース 


を入れてお くと良いで しょう。 


毛筆で横書きに印刷するには、敬称を含めて11文 字以内で入力 します。毛筆 に 


ついて詳 しくは61ペ ージ 「毛筆で印刷するには」をこ覧 ください。 


11: : : : : : 11: : : |: ||: : 11曇鱚: 1憮: : 卜: : : : 蜆 : 馨: 3躙 : 尊苺 
: 晰蒻 
: 


・ ■‐ |■ ■ ■ 
・ 
■・ 
じ: 挙2 
需 


氏名の読みをカタカナまたは英数字で表示 します。 


この「カナ」欄の読みによつて、「カー ドの一覧」画面の氏名欄 にアイウエオ順 


に並べ られます。並べ られる順序 は、「スペース」 ( カ ナ欄 に入力されていない 


状態 ) 、 「数字」、「英大文字」、「英小文字」、「カタカナ」です。 この欄 に入力 し 


ない場合は、「カー ドの一覧」画面の、初めに並べ られます。 


ひらがな、英数字で入力 して 田 ET∪ RNI を 押 します。画面上にはカタカナまた 


は英数字の半角文字で表示されます。漢字は入力できません。 


住所を入力 します。 


漢字で64文 字を4行 に収めることができます。 この欄 は、氏名 に入 りき らない 


会社名や連名 にした場合の氏名を入力するのにも利用 します。 


この画面 に表示されているままに印刷されますので、 レイアウ トを考えて入力 


してください。( 宛 名の レイアウ トの確認は48ペ ージをこ覧 ください。 
) 


毛筆で横書に印刷するには、 1行 の文字数を11文 字以内 |こ します。また、半角 


文字で入力すると、毛筆、■ 書きで三言_す るこ3ま できまI ん 。 


〒 ( 郵便 番 号 ) 


郵便番号を入力します。 


英数字、カタカナ、記号の入力ができます。 


漢字を含めて48文 字まで入力できます。 


宛名人についての覚書などをメモ しておきます。 


例えば学校の同級生な ら「学校名」とか、職場の仲間なら 「会社名」などを記 


入 してお くと後か ら検索するときに便利です。検索については、70ペ ージ「特 


定の文字を検索するには」をこ覧 ください。 


~~~~¬ 


餞 37 


・　●■ 


メ|モ ||‐ 
‐ ‐‐ | ||| | || ||| 


誕生 日を入力 します。 


英致事、カタカナ、記号でのみ入力でき、10文 字まで表示できます。 


誕生 日で検索するには、年、月、日の区切 りに異なった記号を使うと良いでし 


ょう。区切 り記号、スペースも検索の対象にな ります。 


良い例 : S02. 06/14, 1931//06・ 
14 


など、年、月間の記号を異なったものに統一 して使います。 


悪い例 : 02//06//14, 1906/03//14な どのように、年、月間の記号を同 


じにすると06//で 、6月 生まれを検索するとき、1906年 生まれも一 


緒に検索されて しまいます。 


電話番号を入力 します。 


英数字、カタカナ、記号で15文 字まで入力できます。 


英数字、カタカナまたは漢字いずれも 3文 字まで入力できます。 


「カー ドの一覧」にも表示されますので、宛名人 についての目印などに使うと便 


利です。 
日■ 
去年、年賀状を出 した人 には・・・・ 


去年、年賀状が来た人には ・・・・ 


出 
入 


マークの入力は、「カー ドの追加」画面だけでなく、「カー ドの一覧」画面でも 


できます。「カー ドの一覧」画面で記入するには、53ペ ージをこ覧ください。 


TEL 
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書 
雲 
: : パ輻: : 輻輻醤辣蝙躙 


文字を入力するには、日本語を入力する画面 で行 います。 


文字入力が終わ って次の機能を選ぶときは、I TA団 を押すと機能を選択する画 


面に戻 ります。 


機能を選択する画面 
← 圧△爾 → 日本語を入力する画面 


他社の MS× 一J 巨 をお使いになる場合日本語入力の変換キーが異なることがあ 


ります。 


文字の入力のしかたを選ぶには 


入力の しかたには、「かな入力=と 、「□ ―マ字入力」があ ります。 


かな入力 


キーボー ドのひらがな表示に従つて入力すると、そのひらかなが表示される方法 


です。□ ―マ字入力と比べて入力する回数が少ないので、 
' 1貫 れると速く打てます。 


|[ 圧 
=|を 
押して、ランプを点灯した状態で入力します。 


アルフアベ ットの表示に従 つて、ローマ字で書 く通 りに入力すると、ひらがな 


で表示される方法です。英文タイプに慣れている方にお薦めいた します。 


この場合、1亜 
=亘 


: ||の ランプは点灯 していない状態で入力 します。 


ローマ字入力の場合の分かりにくいキーの押 しかた 


ローマ字入力について、詳 しくは 97ペ ージ「ローマ字かな対応表」を参照 して 


ください。 


国 
国 
ん 


を 
日 
ロ 


( 促 音) 


( あ っと) 


つ 
「っ」に続くキーを2回 押す 


囚 
日 
日 
ロ 


( 長音 ) 
図 


文字の入力 


. ||, |||||||||||● 
|`111 


鵬層露 
澤 


入力 したい文字 
( 画面上の文字) 
押すキす 


キー上の文字を入力するには、次のように押 します。 


ローマ字入力 
のとき 
かな入力のとき 


「 亜I EI 〕 を押しながら 
キーを押 します。 


キーをそのま 
押 します。 
を押 しなか ら 
キーを押 します。 


キーをそのまま押 します。 


記号の入力の しかた 
( 「 ローマ字入力」上記の例外) 


ひ らがなの入力 


「かな入力」 1亜ヨ王||を 押 してランプを点灯させます。 


次のように文字キーを押します。 


□ →匝国 


小文字で入力するには [ SH1l FT] を 押 しなか ら文字キーを押 します。 


「ローマ字入力」 [ 万▽二|の ランプがついていないことを確認します。 


次のように文字キーを押 します。 


図固団 
→ 


小文字で入力するには、 1亘] を 入力してから文字キーを押 します。 


→□ 


/ 
( 中 点 ) 


。 ( 句 点 ) 


( 読点 ) 


( ピ リオ ド) 
医Ⅲ□ □ + 


, ( カ ンマ ) 
I SHI FT] 十 
, 
「 ( 左かっこ) 


( 右かっこ) 
」 


ゆ 


巨 


L Y 
∪ 


詳 しくは97ペ ージ 「ローマかな対応表」をこ覧 ください。 


文字の入力 


住所録―宛名書き― 


入力する記号 
押すキー 


スペースを入力するには 


文字を入力中にスペースを入れるには、[ SHI E¬ を押 しながらスペースキーを 


押します。文字が確定した後でスペースを入れるには、スペースキーを押します。 


英数字の入力 


圧□医}が 消えている状態で 


り換わります。 


大文字で入力するには 
: 


を押すと英数字入力とローマ字入力とが切 


囚→回 


Fl 


I SHl FT I と 文字キーを押 します。 
SHI FT 十囚→囚 


全部大文字にするときには、 
l C石□ を押してランプを点灯させます。 


小文字で入力するには 
: 


文字キーを押します。 


カタカナの入力 


1かな入力または回―マ字入力でます、ひらがなで入力 します。 


匡国 


2 F2( カ タカナ) を 押 します。 


ひらかなかカタカナ|こ 変換されます。 
区回 


半角文字の入力 


英数字、カタカナは半角で入力することができますc 


半角文字は、まずひらがなまたは英数字で入力 してから変換する場合 と、直接 


半角で入力する場合と2通 りあ ります。 


1ひ らがなまたは英数字で入力します。 
2ロコ |( 半 角) を 押します。 


入力 した文字が、半角 にな ります。 


|[ [ AB I を 押して、機能を選択する画面に切り換えます。英数字またはカタカナを 


入力します。半角で入力されます。カタカナを□ ―マ字入力する時には、SHI FT I 


を押しなから「力I な |を 押します。 


丁司 
, 
■ . 


る場合 
■|| || ‐ 
‐ 
・ 
‐ 
|| 


1半角文字を直接入力する場合‐‐ 
‐ 
・ 
‐‐‐ 
|||‐ 
|‐ 


|‐ ‐‐|||‐ 
|||||‐ ‐‐|||‐ 
||||||||‐ 
||||| ‐ 


文字の修正 


入力 した文字を修正するには、次のようにします。 


I BSI を 押 します。 


→ 
BS 
→ 
あ り 


カーソル 


匝E口 を押します。 


→ 
DEL 
→ 


カーソル 


画面右上に「挿入」と表示されていることを確認 します。 r上書」と表示されて 


いたら、 口囚SI を 押 して「挿入」に切り換えます。 


( 文 字か確定する前は、「上書」と表示されていても、「挿入」になります。 
) 


文字の確定前 


→ 
た 「かな入力」 
→ 


カーソル 
または 
trtr rr-v?Ar, 


文字の確定後 


一ィ４「 
匝 


璽] → 
た 「かな入力」 ヽ 
匿重回り|・→ EET∪ RN I I → 
あたかり 


|。 
日囚 
「ローマ字入力」 


一 
カーソル 


挿入 した文字の後に 


色がつき、カーソル 


位置の文字が 


消えます。 


挿入 した文字と 


カーソル位置の 


文字が表示 


されます。 


あ た 
り 


文字の入力 


錮 


力■ソルの前の文字を消すには |■ ‐‐‐ 


|‐ ‐ ‐‐‐|‐‐‐|■ ‐|| || 


隔下引 
L――――〒自 
L__ 


睦理コ 
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画面右上 に 「上書」と表示されていることを確認 します。 


「挿入」と表示されていたら、 
[ 」 N目 を押 して表示を 「上書」に切 り換えます。 


( 文字が確定する前は、「上書」と表示されていても、「挿入」にな ります。 
) 


あかり 
た 
「あ匿回 →RETURN 
あたり 
→ 
「かな入力」 `) 
嗜〉 


または 


「ローマ字入力」 


入力 した文字に 


色がつきます。 


確定するには、 
「RET∪ RNI を 


押 します。 


[ 亘亘〕を押します。 


|||力Tソ ルを左端または右端に移動するに1ま ||||||| 


文字を確定する前に [ Б HI FT] を 押しなからカーソルキー ( く ) を 押すと、カー 


ソルが変換前の文字の左端に移動します。 


匡ⅢEEI I I を 押しなからカーソルキー( >) を 押すと、カーソルが変換前の文字 


の右端に移動 します。 


画面右上に 「挿入」と表示されていることを確認します。 


行を挿入したい場所の次の行頭にカーソルを合わせ 田Eπ t t NI を 押します。 


「挿入」の状態で改行したい文字の先頭にカーソルを合わせ [ RET∪RN を押し 


ます。 


篠 


□ 囚 


文字が確定す 


住所録―宛名書き― 


漢字で入力したいときには、ますその読みをひらがなで入力してから漢字に直 


します。このことを 「変換」といいます。 


1入 力 した い漢 字 を ひ らが な で入 力 します 。 


ひらがなの後に色がついた状態で画面に表示されます。この状態の文字が漢字 


に変換できます。 1度 に変換できる文字は30文 字です。 ( 他社の MS× ―J 巨 で 


は14文 字のものもあります。 
) 


2入力 したひらかなを確認 し、間違いは修正 します。 


3ス ペ ー ス キ ー を 押 します。 


後に色がついているひらがなが文節ことに区切られて、漢字に変換されます。 


1番 目の文節が緑色になっています。この緑色で囲まれた文節が更に他の漢字 


に変換できる文節です。 


4変換された漢字が正しければ、 
『 
百可爾Ⅶを押します。 
1番 目の文節が確定 し、 2番 目の文節の色が変わ ります。 


正 しく変換されていなければ、正 しい漢字がでるまでスペースキーを押 します。 


52番 目の文節も正しければ、 RE丁 ∪R団 を押します。 


このように 1文 節 ことに変換 していきます。 


匡亜A回王||を 押 します。押すことに1つ ずつ前の候補に戻 ります。 


今 日の 


文字の入力 


漢字の入力 
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漢字変換後、表示されている全文節が正 しいときは、 1度 に確定する ことがで 


きます。 


2つ の方法があ ります。 


● 続けて次の文字を入力 します。( こ の場合、次の 1文 字を入れて確定を確認 し 


てか ら続けて入力 してください。 
) 
● [ F5コ 
( 全確定) を 押します。 変換した文字すべての後の色がとれ、普通の 


文字にな ります。 


[ ESCI を 押 します。漢字に変換 した文字を元のひらがなに戻すことができま 


す。 ( 次 の文字を入力してしまったら、元に戻すことはできません。 
) 


I ESCI を 2回 押 します。画面か ら変換□ の文字か消えます。 


||||=節 の区切りを修正するには 
―‐ ||||||||||||| 


文節の区切 りが正 しくないため、希望の漢字に変換されないときは、文節の区 


切 りを修正 します。 


次の 2つ の方法があ ります。 


■ 変換前の入力状態に戻 して文節を区切 り直す■ 


1左右のカーソルキーを押します。 


変換文節が元のひらがなに戻 ります。 


2変換 したい文節の後ろにカーソルを合わせます。 


カーソル 


3ス ペースキーを押 します。区切 られた文節がます変換されます。 


|‐ 変換議の人力文字に戻すには||||‐ 
|||‐ ||| ||‐ 
||‐ 
||||||||‐ 
||||||| 


1変換中の文字を消すには 


今 日は 


文字の入力 


4同様にカーソルを次に区切りたい場所に移し、スペースキーを押し 
て変換していきます。 


■ 変換文節が表示されている状態で文節を区切 り直す■ 


○ 文節を長くするには 


カーソルキー 
( △ ) を 押します。 


○ 文節を短くするには 


カーソルキー ( ▽ ) を 押 します。 


" 
変換文節の候補が変化 しないときは、それ以上長 くまたは短 くできません。 


スペースキーを押 しても正 しい漢字が表示されない場合、99ペ ージのJ I Sコ ー 


ド表を使 って漢字を入力することができます。 


l J i Sコ ー ド表から漢字を入力 したい位置にカーソルを合わせます。 


2J : Sコ ー ド表の 4桁のコー ドを入力します。 


3[ 王≡〕( J i S) を 押 します。 
4桁数字が漢字に変換されます。 
4田 E丁 ∪RⅢ〕を押 します。 


漢字が確定 します。 
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J I Sコ ー ドを使つた漢字の入力 


宛先人 との間柄 によつて、宛先人それぞれに対 してその敬称を変えることがで 


きます。敬称は宛名の氏名の文字数に数えられます。従 って、敬称を含めて16 


文字まで氏名として入力できます。毛筆で横書の場合は、11文 字までです。 


1「カードの追加」または「カードの変更」画面で、E団王□ I I を押しな 


か ら 
Fl 
( 敬称) を 押します。 


「氏名の敬称」画面が表示されます。 


2カ ーソルを左右に移動し、カー ドの宛先人にふさわしい敬称を選び 


ます。 


3 RET∪ RNを押します。 


「氏名」の敬称が選ばれた敬称 に変わ ります。 


" 
印刷する場合、氏名が敬称を含めて15文 字以内のときには、氏名と敬称との間 


に1文字分空けて印刷されます。 
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■, . ■ : =: _ 


I Ⅲ: =_. _・ 「 
二― 


壼子: Ff r. : 〕 _ : 


作成 したカー ドはそのままの レイアウ ト状態で葉書に印刷されます。従 つて登 


録あるいは印刷する前に入力 したカー ドの レイアウ ト状態を見てお くことをお 


薦めいた します。 


1「 カー ドの追加」または「カー ドの変更」画面で、 


を押 します。 


F2 
( レ イアウト) 


2該当する内容 ( 印刷したい形式) を選び、〔亘亜∪R団 を押します。 


カー ドの内容が選ばれた レイアウ トで表示されます。 この状態で続けて入力、 


修正ができます。 


3レ イアウトを消すには、再び 
し」を選びます。 


F2 
( レ イアウ ト) を押 し、「表示な 


" 
〇レイアウトは確認のためだけのものです。印刷するときに、縦書、横書など 


を指定します。 


○ 氏名、住所が15文 字を越える場合、年賀状に縦書で印刷すると文字とイラス 


にとが重なります。 


○ レイアウト表示中にカー ドに文字を入力しても、表示中のレイアウトには反 


映されません。 レイアウトは、EEΞ ] ( レ イアウト) を 押した時点の内容を表 


示します。 


1『 カー ドの追加』画面の入力が済んだら、 TA団 を押します。 


機能を選択する画面に切 り換わ ります。 


2 
Fl 
( 登録) を 押します。 


登録が終わると、「カー ドの追加」画面で作成 した宛名人の名前が、左側「氏名」 


欄の赤枠内に表示されます。 


3更 に別の宛名を記入するには、登録 したカー ドの内容を消 します。 
SHI Fl 
を押 しながら 
F2 
( 消 去) を 押 します。 


カー ドが自紙になります。新 しい宛名を記入します。 


カー ドを自紙にしないで、 I Ⅲ囚匡|で「上書」に切 り換えて、別の宛名を二書き 


することもできます。 


4記入が終わつたら、 |¬「1コ 
( 登録) を 押します。 


5登録を終了するには [ 区] を 押 します。 
「カードの一覧」画面に戻ります。 


住所録―宛名書き― 


=≡ =千 
‐ 1≡ | 


2通 りの方法があります。 


● 「カー ドー覧」画面で、見たいカー ドの氏名を選び、 I F笙] ( 変 更) を 押 しま 


す。指定した氏名のカー ドが表示されます。 


O「カー ドの追加」画面で宛名を入力中に I CTR□ 
を押 しながら、上下のカーソ 


ルキーで左側 「氏名」欄にある見たい氏名をボックスで囲みます。選ばれた 


氏名のカー ドが表示されます。 


口 
し 


登録 したカー ドを見るには 


住所録―宛名書き― 


作成 したカー ドの内容について変更 したいときは、「カー ドの変更」画面にその 


宛名のカー ドを呼び出 して変更することができます。 


1匡EDま たは 田OM□ 
を押 して、「カー ドの一覧」画面を表示します。 


2変更 したい氏名を選びます。 


31_: 21: ||( 変 更) を 押します。 


選んだカー ドか表示されます。 


41=巫コを押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


カー ドの修正、追加を します。 


5変更が終了したら、I TABI を 押して機能を選択する画面に切り換え 
ます。 


6変更 したカー ドを登録 します。 


変更後のカードの内容を更新して登録するときは, |三亘_1鮭録) を 押します。 


変更 したカー ドを新規として登録するには、 
F5 
( 追 加) を 押 します。前の 


カー ドはそのままで変更後の内容のカー ドが左1則 「氏名」欄 に追加されます。 


鷹 
[ , 1 


¨‥■ 


: ● 


1- . : . : 


住所録―宛名書き― 


・一〓一〓一一 


一・　・２ 


●一　　＾ 


●●―●●●一 
一 
一 
一一●一●一 
一 
一 
一一一 
●一●一一●一 


宛名の変更 


7続けて別のカー ドを変更するには、l CTRLI を 押しなから、上下のカ 


ーソルキーを押します。次に変更するカー ドを選び、同様に変更、 


登録をします。 


1「カードの変更』画面で、[ 亜 HI FI ] を 押しながらEEコ ( 消 去) を 押 


します。 


メッセージが出ます。 


2田 巨T∪ RN〕 を押 します。 


カードが自紙になります。新しい内容を入力します。 
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8[ Ⅸコを押して、「カードの一覧」画面に戻します。 


i : : : : |||||: : : : |1露 晰舒: ml l 鱚屁 
: 奪餞 
: 1饂武 
: 蝉陽貫 
: 鑢: ; 翻饂炉颯蟷 
||: : : : : 111: : : |||||: : : : : : ||||||: : : : 事 
||: : : : : : : : : : : : : i i : ; : : |: : : : : : |||: : : : : : : : : ||: |: : i l l l 躙ざ緻 


鵞 
懲 
: : ‐ 11墟 


登録 したカー ドに後からマークを記入する方法には、「カー ドの変更」画面で記 


入する方法と、「カー ドの一覧」画面で登録する方法があ ります。 


( 「 カー ドの一覧」画面で記入できるのはマークのみです。 
) 


1『カードの一覧」画面でマークを記入する氏名をカーソルで選びます。 


2カ ーソル ( >) を押します。 


「マーク」欄が自くな ります。 


3 1TA□ を押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


4マ ークの文字を入力 します。 


マークは漢字を含めて全角3文 字です。 


5マークを登録するには、 RET∪ R団 を押します。 


6カ ーソル ( く ) を 押 します。 


「マーク」を「カードの一覧」画面で記入 
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`― , ' 


住所録―宛名書き― 


カードを複写して別のカードに応用 


l 件ずつ「カー ドの追加」画面を入力する手間を省くため、登録済みのカー ドの 


使いたい部分だけを複写 して別のカー ド作成に使うことができます。複写した 


ものの貼付は、貼付先のカー ドの空自の欄にだけされます。貼付先のカー ドに 


文字が全部入力されていると、複写することはできません。 


□ : ■ 


ひとつの会社内の複数の人のカー ドを作るとき 
, 


別の新しい 
もとになるカー ド 
追加カー ド 
新 しいカー ド 


氏 名 


住所ソニー株式会社 


東京都品川区 
6- 7- 35 


＼ 
匡==〉 


氏名 佐藤花子 
氏名 山田太郎 


住所ソニー株式会社 


東京都品川区 
6- 7- 35 


住所ソニー株式会社 


東京都品川区 
6- 7- 35 
複写 
日占イ寸 


氏名を上言き します 


1ま ず複写したいカー ドを選び、「カー ドの追加」または rカ ー ドの変 


更』画面で [ I 旦 〕( 複写) を 押します。 


いつたんコンピューターのメモリーに入れます。 


2貼付 先 にな る「 カー ドの追 加 」画 面 を 表 示 します 。 


画面の空きの部分に複写されたカー ドが貼り付けられます。複写したい部分が 


空白になつていることを確認してください。 


31翌EI ( 貼付) を 押します。 


ステ ップ 1で コンピューターのメモ リーに入れた内容が貼付先の画面の同 じ文 


字位置に貼 り付 けられます。 


住所録―宛名書き― 


住所録か ら不要になったカー ドを削除するには 「カー ドの一覧 : 全 体」で行い 


ます。グループや検索の 「カー ドの一覧」では、肖」除できません。 


1( ESOお よび 田OM□ を押して、全体の「カードの一覧」画面を表 


示します。 


2削除したい氏名を選び、田回囮□ 口を押します。 


選ばれた氏名が自色にな ります。 


一覧表のすべての氏名を選択するには、 SELECェ 
を押 します。 


一覧表のすべての選: Rを 三ス 
|う ド≒す . こ ま、もう1度 焉ELEETI を 押 します。 


3 F31( 削 除) を 押 します。 


4確認のメッセージが表示されますので、確認後田回Ⅲ□] を押しま 


す。 


カードの削除 


葉書の表書きに差出人の名前を印刷 したいときには、差出人の住所、氏名など 


を入力 しておく必要があ ります。 


差出人はl 名 だけ登録できます。差出人を変更すると、前の差出人は消えます。 


1『カードの一覧」画面で、 
します。 


SHI F丁 
を押しなから、 Fl 
( 差 出) を 押 


「差出人の登録/変 更」画面が表示されます。 


2 TA町|を押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


3氏名、カナ ( 氏名のフリガナ) 、 
〒 ( 郵便番号) 、 住所を入力します。 


入力の しかたは、36ページ 「宛名の記入」のときと同 じです。 


4巨 
=□ 
を押して機能を選択する画面に切り換えます。 


5□ 
( 登録) を 押 します。 


作成した差出人が登録されました。 


差出人の記入 


住所録―宛名書き― 


L_… …__ 


葉書に印刷 したときにどのようにレイアウ トされているか、確かめることがで 


きます。 


レイアウ ト状態は目で確認する為のもので、印刷するときに改めて11こ 書か横書 


かを指定 します。 


l r差 出人の登録/変更」画面で、 F笙〕( レ イアウト) を 押します。 


「レイアウ ト」選択画面が表示されます。 


2該当する内容 ( 印 刷したい形式) を選び、〔RET∪ RNI を押します。 


レイアウ トが表示されます。 


この状態で入力 しても、表示されている レイアウ トは変わ りません。 


差出人を変更するには 


1「差出人の記入」と同様 に、「差出人の登録/変更」画面を表示 します。 


21~T匡ヨを押して「上書」を表示し、既に記入してあるカードに新しい 


差出人の内容を記入します。 


3変更 した差出入を登録するには、 
Fl 
( 登 録) を 押 します。 
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差出人のレイアウト状態をみるには 


「カー ドの―覧」画面に登録されている氏名宛に、葉書を印刷することができます。 


また葉書だけでな く、シールやA4用 紙にカー ドを印刷することもできます。 


シール 


A4用 紙 


魏 囀駐黎 ′ 
' 


住所録―宛名書き― 


1『カードの一覧」画面で、印刷したい氏名を選び |[ 日 
=豆 
亘Ⅲ〕を押しま 


す。 


選ばれた氏名が自色になります。 


氏名はいくつでも選べます。住所録の氏名全部を選ぶには i SEL区夏 」を押しま 


す。すべての氏名が自色なります。 


もう1度 |I S[ 工 ECI : |を 押すと、自色が消えて選択が取り消されます。 


2 
日三 ( 印 刷) を 押 します。 


「カードの印刷」画面が表示されます。 


印刷項 目を設定 します。 ( 60ペ ージ参照 ) 


3田 E丁 ∪R団 を押 します。 


印刷が始まります。 
m 
「次の用紙をセットしてください。」とメッセージが出たら、印刷が終わるのを 


待ってから用紙をセットして田ETUR口 を押 します。 


蜻 


宛先人を選ぶには 


7- , , 


住所録―宛名書き― 


印刷項目を 
るには 


印刷する前に、どのような用紙にどのように印刷するかを 「カー ドの印刷」画 


面で指定 します。項 目の設定は、項目を上下のカーソルキーで選び、内容を左 


右のカーソルキーで選択 します。 


葉書縦書 
文字を縦書で印刷 します。葉書はプ リンターに横向きにセッК しま 


す。半角文字で入力 してある氏名、住所は「縦書」を指定 しても「横書」 


で印刷されます。 


文字を横書で印刷 します諜 書はプリンターに縦向きにセットします。 


宛名ラベル 
( ソ ニーSMI ― A008P) に 印刷 します。 


毛筆、差出人、氏名、住所の項目は選択できません。全角で印刷さ 


れます。 


「カー ドの一覧」を、A4用 紙にカー ド8枚 ずつ印刷 します。A4用 


紙を縦にプリンターにセ ットしてください。 


毛筆、差出人、氏名、住所の項 目は指定できません。 


葉書横書 


シール 


一覧表 


印刷する 毛筆で印刷 します。 


印刷しない ′6ヽ つうの文字で印刷 します。 


毛筆の印刷 については、次ページ 「毛筆で印刷するには」をこ覧 ください。 


HBP‐ Fl HBP― Fl の プリンター使用の場合 


PRN‐ M24 PRN― M24ま たはPRN― M24丁 YPt t I I 使 用の場合 


【●● 
住所録―宛名書き― 


||1毛筆( 宛名の住所、氏名を毛筆で印刷するか、■しないかを選択します 
: ) |||‐ | 


||17, ン タ■|( 申卿に使うプリンタ■を指定します: ) ||||| ||| || 


印刷する 


印刷 しない 


差出人を印刷 します。 


差出人を印刷 しません。 


縦倍 


4倍 


全角 


縦 に2倍の大きさにな ります。 


4倍 で印刷されます。 ( 「 葉書縦書」が選ばれているときのみ ) 


全角で印刷されます。 ( 「 葉書横書」が選ばれているときのみ) 


縦倍 


4倍 


全角 


縦 に 2倍 の大きさになります。 


4倍 で印刷されます。 ( 「葉書縦書」が選ばれているときのみ) 


全角で印刷されます。 ( 「葉書横書」が選ばれているときのみ) 


毛筆で「印刷する」を選んで印刷すると、「毛筆ディスクに入れ換える指示のメ 


ッセージが出ます。メッセージに従 って、「毛筆デ イスク 1」 
( J I S第 1水準) ま 


たは 「毛筆デ ィスク 2」 
( J I S第 2水 準) を 入れてください。 


" 
○ 印刷できる文字は、全角で入力された文字のみです。 


○ 横書の場合、氏名は敬称を含めて、11文 字以内です。住所も 1行 につき11文 


字以内です。 


○ 半角で入力された宛名は、毛筆で印刷することはできません。 


「印刷する」を選んでも、半角文字のまま印刷されます。 


○ 印刷項 目で毛筆を 「印刷する」に設定 したときには、氏名、住所の文字の大 


きさは設定できません。 


○ 毛筆で印刷すると、印刷する文字数によつて異な りますが、4分～13分 程度、 


印刷 に時間がかか ります。 


■ ■ 


‐義出入 


秦名〈舞着本の 


“ 


||の文字の本 
|‐ 
=を 
指定します. ‐■ ||||||||‐ ‐‐ 


|‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐|‐‐ 


|‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐|| 


住所 ( 宛1人の住所の文字の大きさを指定し|す|) ||‐ ‐‐‐‐ 


|‐ 


||‐ 


||‐‐‐ 
||||‐ ‐‐||||||| || 


毛筆で印刷するには 


住所録―宛名書き― 


プリンターの電源を入れる前に、プリンター裏面のDI Pス イッチを次のように 


切 り換えてください。切 り換えが終わつてか ら、電源を入れます。 


スイ ツチ 1- ON ( 自 
動印字改行 ) 
2- OFF( MSXモ 
ー ド) 
3- ON ( 改 
行 ピツチ1/120イ ンチ) 
4- ON 
5- ON 
6- ON 
7- ―OFF 


| 
( 漢字24ド ットピッチ) 


( 1440ド ツト/8イ ンチ) 
} 
8- ON ( ノ 
ーマ妊 
― ド) 


1用紙厚セットレバーを 3の位置にします。 


用紙厚セ ットレバー 


2ペーパー リリースレバーを『OPEN」 の位置にします。 


するには 


H 


日 


′、 
: 
‐ 
‐が｀ 
I S‐ `: 粍 


葉書の表の印刷 


住所録―宛名書き― 


3葉書をシー トガイ ドのセ ット位置マークに合わせて、図のように差 


し込みます。 


はがきセ ット位置マーク 
はがきセ ット位置マーク 


郵便番号欄 


郵便番号1閂 


横入れ縦書きの場合 
縦入れ横書きの場合 


4ペーパーリリースレバーを「CLOSE」 の位置にします。 


5改頁スイッチまたは改行スイッチを押します。 


葉書が自動的に引き込まれます。 このとき、葉書の上端と トップカバーの端が 


合つているか確認 してください。合 つていないときは、プラテンノブを回 して 


調整 します。 


葉書のセ ットができたら、 トップカバーをはず します。つけたままで印刷する 


と、葉書が トップカバーに引っ掛かることがあ ります。 


トップカバー 


プラテンノブ 
はがき上端 


6オ ンラインスイッチを押してプリンターをオンライン状態にします。 


( オ ンラインランプが点灯します。 
) 


日 
リースレバー 
ペーパー リ 


颯r藤 


l 雪ヽ 
団 


// 


【●● 


押 さ え 


2葉書の左端をプリンターの葉書基準 ( 葉書セット位置表示) に 合わ 
せ、宛名面が手前に出るようにして、縦書のときは横方向、横書の 


ときは縦方向に差し込みます。 


3葉書を軽く押さえなからプラテンノブを後方に回し、葉書の端がト 
ップカバーの上に出るようにします。 


横入れ 
縦入れ 


( 縦書のとき) 順 書のとき) 


″・‥ヽ・・・・ 
，・，‘，ｌｏヽヽ・ 


_____二 


住所録―宛名書き― 


HBP‐ 
Fl の場合 ||夕 1111111券 |||ヽ |`' |||' ' 滋 ぶ 


`多 


|' お |ヽ後派琴 
111111派|( |||ぶ ||あ|1驚|' ボう 
|ぶ 


`1爵 
ぶ 
|` 


1ペーパーリリースレバーを押さえ ( 後方) の位置にします。 


4プラテンノブを手前に回し、トツプカバーの端と葉書の上端を合わ 


せ、印刷開始位置にセットします。 


" 
用紙を印刷開始位置 にセットするときは、必ずプラテンノブを手前に回 して最 


終的な印刷開始位置をきめてください。後方にまわ した場合 は、少 し余分 に用 


紙を送ってか ら、最後 に手前 に回 して印刷開始位置を決めてください。( 後方 に 


回 して位置決めをすると、印刷開始行にずれが生 じることがあ ります。 
) 


5オ ンラインスイ ッチを押 してプリンターをオンライン状態 に します。 


オンラインランフ■・F′ 
`I ッ ますこ 


1宛名ラベルの左端をプリンターの基準位置に合わせて差し込みます。 


2プラテンノブを回して、トツプカバーの端と宛名ラベルの上端を含 


わせます。 


3オ ンラインスイッチを押して、プリンターをオンラインにします。 


― 
● 宛名ラベルは連続用紙のままセ ットしてください。 


C HBP― FI で 多くのカー ドを印刷すると、印刷位置がすれる場合があ ります。 


この場合にはI ESCi を 押 して印刷が中断するのを待ち、プ 
|リ ンターの ノブを 


回して位置調整をします。その後FET∪ RNI を押して、印刷を続行します。 


ノ 
　 
″′Ｊ 
力 
　 
／ 
一 


／　　　一¨ 
／∠一 


はがき 


口U 


住所録―宛名書き― 
【●● 


、へ●● 


ヽ●● 


住所録に登録 してある氏名を、地域別、会社別、学校別など、8つ までのグルー 


プに分けることができます。それぞれのグループは、必要なときにグループこ 


とに表示することができます。ひとつの氏名を幾つかのグループに所属させる 


ことができます。 


グループ分けの操作には、住所録に登録されている氏名をグループに分けてい 


く方法と、カー ドを新 しく作つたときに、すでにあるグループに組入れていく 


方法があ ります。 


すでに登録されている氏名を後からグループ ( 新 しいグループあるいはすでに 


あるグループいずれか) に 振 り分ける方法です。 


1「カー ドの一覧」画面で、グループに入れたい氏名を選び、田□ ] ∪ RN 


を押します。 


選ばれた氏名が自色にな ります。 


何人かをひとつのグループに入れたいときには、この操作を繰 り返 します。 


選んだ氏名を取 り消すには、その氏名 にカーソルを合わせ、 l R可 ∪R雨 l を 押 し 


ます。 


「カー ドの一覧」のすべてを選択 したいときには、 もこLECTを 押 します。氏名 


がすべて白色にな ります。 


すべての選んだ氏名を取 り消すには、もうl 度 l s唾 : 百CTl を 押 します。 


2( 正亘E□ 
を押 しなから □ 
( グループ) を 押 します。 
「グループー覧」画面が表示されます。 


3 TAB I I I を 押 して、日本語を入力する画面に切 り換えます。 


作成した住所録をグル=ブ分けして使う 


住所録に登録されている氏名をグループ分けするには 


」- 1 


な隧鰤蒙織一 


4グル ー プ名 を 入 力 します 。 


グループ名は、漢字10文 字まで入力できます。 


文字の入力については、39ペ ージをこ覧ください。 


すでに、氏名を入れたいグループ名が記入されている場合は、カーソルをその 


グループ番号に合わせます。 


51丁A□ を押して、機能を選択する画面に切り換えます。 


6 
Fl 
( 登 録) を 押 します。 


これで、選ばれた氏名がカーソルのある番号のグループに登録されま した。 


□ 歪コ ( 一覧) を 押 します。 


「グループー覧」画面でカーソルのある位置のグループの「カー ドの一覧」が表 


示されます。 


グループ別 「カー ドの一覧」画面を全体の 「カー ドの一覧」画面に戻すには、 
I HOM□ 
を押 します。 


… ¬ 


→1靭き 
, ||: |||, |||||||| 
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住所録 


″ ― 
1し登録する 
プに振り分けてしヽく 


r口" 
1し は 


すでにあるグループに新 しいカー ドを振 り分ける方法です。 


1「 カー ドの一覧」画面で、 


押します。 


SHI FT 
を押 しながらE匡亘|( グループ) を 


「グループー覧」画面が表示されます。 


2 1TAD I I を 押 して、日本語を入力する画面に切 り換えます。 


3グループ名を入力します。 


文字の入力については、39ペ ージをこ覧 ください。 


グループ名は、漢字10文 字まで入力できます。 


すでに、氏名を入れたいグループ名が記入されている場合は、カーソルをその 


グループ番号に合わせます。 


4 1TA□ を押して、機能を選択する画面に切り換えます。 


5 
F2 
( 一覧) を押します。 


「カー ドの一覧」画面の上にグループ名が表示されます。 


6□ 
( 追加) を 押します。 


「カー ドの追加」画面が表示されます。 


71フ彊|を押して、日本語を入力する画面に切り換えます。 


8『 カー ドの追加」画面 に宛名を入力 します。 


「カードの追加」画面の作成のしかたについては、36ページをこ覧ください。 


作成した住所録をグループ分けして使う 


L 


~¬ 
| 
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C― . ( 
, , - 1 
=. , 2 


9『 カー ドの追加」画面の記入が済んだら、巨互匡|を 押して、機能を選 


択する画面に切り換え、住所録に登録 します。 


これで作成したカー ドは住所録に登録されたと同時に、指定されたグループに 


入 りました。 


続けて同じグループに登録 したいときには「カー ドの追加」画面を作成、登録 


していきます。 


1「カー ドの一覧」画面で区ヨI FT I を 押 しなから 
F3 
( グループ) 


を押 し、「グループー覧」画面を出しグループを選びます。 


2 
F2 
( 一 覧) を 押 します。 


「カー ドの一覧 : グ ループ」画面が表示されます。 


「カー ドの一覧 i グ ループ」画面から全体のカー ドー覧に移るには 田OM口 を 


押 します。 


プから 


1「 カードの一覧」画面で、|I I SHE□ を押しながら、 F3( グ ループ) 


を押します。 


「グループー覧」画面が表示されます。 


2所属から外したいグループ名を選び、 [ 工笙) ( 一覧) を 押します。 


選ばれたグループの 「カー ドの一覧」が表示されます。 


3グループから削除したい氏名を選び、田亘田ΠⅢI を押します。 


氏名が自色にな ります。複数の氏名を削除 したいときには、この操作を繰 り返 


します。氏名の選択を取 り消すには、その氏名にカーソルを合わせて、■ ET∪ RNI 


を押 します。自色が消えます。 


一覧表のすべての氏名を選択 したいときには、 SELECT 
を押 します。 


一覧表のすべての氏名の選択を取 り消すには、もうl 度 _錘 LECTl を 押 します。 


4確認のメッセージが表示されますので、田回囮コ] を 押します。 


氏名が所属 していたグループか ら削除されま した。住所録か らは削除されてい 


ません。 


■■||| 


, ■ |_ 


グループー覧を見るには 


除するには 
覇 


住所録の検索方法 には、特定の文字を入力 してその文字を検索 してい く方法 


( 「 カー ドの検索」) と 、氏名の読みがなを指定 して、その部分の「カー ドの一覧」 


を表示する方法 
( 「 カー ドの索引」) と があ ります。 


するには 


「カー ドの検索」画面に検索 したい語句を入力 して、住所録のすべての項目の中 


からその語句を検索 していく方法です。 


例えば、「カー ドの検索」画面に「東京都」と入力すると、住所録の中で「東京 


都」と記入 してあるカー ドを検索 します。また、「マーク」欄に覚書の目印など 


を記入 してあれば、その目印を指定することにより検索することができます。 


1「カードの一覧」画面で、〔 
玉HI FI ] を 押しながら、 
します。 


「カー ドの検索」画面が表示されます。 


F2 
( 検索) を 押 


21TABI を 押 して、 日本語を入力する画面に切 り換えます。 


3検索 した い語 句 を 入 力 します 。 


語句はカー ドのどの部分に記入しても検索できます。 


入力のしかたについて、詳しくは次ページ「検索文字の入力の しかた」をこ覧 


ください。 


41TA□ 
を押 して、機能を選択する画面に切 り換えます。 


」 


ヽ 


5 Fl ヨ 
( 検索) を 押します。 


該当件数 0か ら順に変化 します。 


検索中の件数0か ら順に全件数 


まで変化 します。 


検索対象の金件数 


数字は変化 しません。 


検索か終了すると、自動的に 「カー ドの一覧」画面 に戻 ります。 


検索された氏名が 「カー ドの一覧」( 検 索) 画 面に表示されます。 


「カー ドの一覧 : 全 体」画面に戻すには、I HOMEI を 押 します。 


「カー ドの検索」画面 に検索 したい語句を入力 します。 


● 検索 したい項 目を選んで、検索 したい語句を入力 します。 


● 検索語句は、何項目にでも入力できます。その場合すべての検索項 目を満足 


したものだけが検索されます。 


¬ 


嘔―― 
「Ｊ 


〓一Ｉ 


●●一 


一 
一 
一一一　一● 


一　　　一　　　一　　　　　一　一　．　一　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　一　一　　　一 


一―一 
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一 
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検索対象文字について 


〔) 検 索文字間のスペースは、検索の対象とな りますので、スペースが入ってい 


るかいないかによつて、検索できないことがあ ります。 
0文 字の大きさ、飾 りなどの違いは異なる文字として扱われます。 


● 記号の違いは検索の対象とな りません。 


r〕 検索 しても一つも該当するカー ドが見つか らなければ、検索の終了後、画面 


は元の 「カー ドの一覧」に戻 ります。 


( こ れ らの組み合わせは、異なる検索対象とな ります。 
) 


東京都港区 
と 
ABC 
と 
03( 
と 


東京都 港区 
ABC 


03- 


0項 目内では、検索 したい文字がどの位置にあつても構いません。 


例えば、「品川区」を検索対象とする場合、住所が 「東京都品川区」の人も、 


「品川区」と書いてある人も、検索対象とな ります。 


■・同一項目内で例えば、「東京都品川区」と「京都府」と記入されたカー ドがあ 


って、「京都」と検索語旬を入力すると、どちらも検索されて しまいます。京 


都の場合は検索語旬 に「京都府」と入力 してください。 


住所録―宛名書き― 


例 


特定の氏名の読みがな 
( フ リガナ) を 指定すると、それに該当する氏名以下の 


「カー ドの一覧」画面を表示することができます。 


1『カードの一覧」画面で、[ 玉 HI FI ] を 押しなから、 
します。 


「氏名の索引」画面が表示されます。 


匝亜コを押して日本語を入力する画面に切り換えます。 


F4 
( 索 引) を 押 


2氏名のフリガナをひらがなで入力し田E丁 ∪R団 を押します。 


フリガナが半角のカタカナで表示されます。 


3匿亘亜亘団 を押します。 


「カー ドの一覧」画面に、索引の読みがなに該当する氏名とそれ以下の氏名が表 


示されます。 


" 
指定 した読みがなは、カー ドに登録 してある氏名のフリガナの先頭か ら検索 し 


ます。完全に一致 したフリガナが無いときには、指定 した読みがなに近いカー 


ドを検索 します。 
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住所録の氏名を索引をするには 


住所録―宛名書き― 


1『カー ドの一覧」画面を表示します。 


( 別の画面のときは、[ 区コまたは 田豆Ⅲ□ を押します。 
) 


21F5] ( 終 了) を 押 します。 


スタート画面に戻ります。 


この操作は必ず行ってください。万一、途中で電源を切つたリリセ ットボタン 


を押すと、次回に住所録をスター トするときに、ディスクの中で登録 したカー 


ドをすべて再度氏名順 に並びかえるため、非常に時間がかか ります。 


憮餘涸 


通信カー トリッジ ( ソ ニーHBI - 1200) を 使うとMS× 2パ ーソナルコンピュー 


ターを電話回線または電話機 と接続することにより、住所録に登録 してある電 


話番号を直接ダイヤルすることができます。接続 については通信カー トリッジ 


の説明書をこ覧 ください。 


住所録に登録 してある番号 に直接ダイヤル します。 


1「カー ドの一覧」画面で電話をかけたい相手の氏名を選びます。 


2 
SHI Fl 
を押 しながら 
F5 
( TEL) を 押 します。 


「カー ドのダイヤル」画面が表示されます。 


3「 カードのダイヤル」画面を設定します。 


登録NO( 登 録 したカー ドの電話番号の前に付けたい電話番号があれば入力し 


ます。) 
■ ■ 0077( DDI ) 
03( 市 外局番 ) 
0: ( 0発信の交換機 ) 


TEL( 選 ばれた氏名の電話番号画面が表示されます。変更したいときには、番 


号を入力します。 
) 


回線 
( こ 使用中の電話回線の種類を指定 します。 
) 


プッシュホン 
プツシユホン回線 ( ト ーン回線) 


ダイヤル20 20PPSの 
ダイヤル回線 
( パルス回線) 


ダイヤル10 10PPSの 
ダイヤル回線 
( パ ルス回線) 


お使いの回線が不明の場合は、お近くのNTTに お問い合わせください。 


4 
RET∪ RN を押 します。 


自動的にダイヤルします。 


5ダイヤルが終つたら電話機の受話器をとつて、電話機に切り換える 


ために匡B口 を押します。 


ダイヤル中はテレビのスピーカーから、呼び出し音が聞こえます。 


電話を切りたいときは、受話器をとらないで I ESCI を 押します。 


オートダイヤル 


ォートダイヤルのしかた 


住所録―宛名書き― 


オートダイヤル 


相手がお話し中のときには、同じ操作を繰り返さないでダイヤルすることがで 


きます。 


I RET匡日 
] 工: |を 押します。 


再び「カードのダイヤル」画面に設定した相手にダイヤルします。 


住所録―宛名書き― 


第2章 


文書作成 


) S 


「はがき書右衛門」には、住所録の他に、葉書の裏面を書くためのフーフロ磯言E 


を備えています。 


…・葉書の文面を作成、編集、印刷することができます。 


: デイスクには8件 ( 1件 につき約600文 字) の 文書を収卜円できます。 


｀文字に飾 りを付けて印刷することができます。 


_毛 筆の印刷ができます。 


文書作成の準備… … … … 


文書の作成… ……… … … … 


文書の編集… … ……・… … 


文書単位の消去と複写… 


文書の印刷・… … … … …… 


ディスクのバックアツプ 


・78 


・81 


・82 


・88 


・90 


・91 


1『はがき書右衛門」をスタートします。 


2「文書作成」を選び、〔コ夏∪R団 を押します。 


「文書一覧」画面が表示されます。 


文書を作成する前に、「文書一覧」画面にその文書の名前を入力 しておきます。 


文書を作成 したあとでも、名前はつけられます。文書名を入力を しない場合は、 


自動的にカーソル位置の数字の番号の文書とな ります。 


1「文書一覧」画面で、匡匡コを押し、日本語を入力する画面に切り換え 
ます。 


2入力 した い文 書 の 番 号 を 選 び 、 文 書 名 を入 力 します 。 


文書名として、全角文字で10文 字まで入力できます。 ( 英数字、カタカナは半 


角でも入力できます。 
) 


文字の入力については、39ペ ージ「文字の入力」をこ覧ください。 


3 1TA目 を押して、機能を選択する画面に切り換えます。 


4 
Fl 
( 編集) を 押 します。 


文書編集画面が表示されます。 


初めてその文書名の内容を入力するときには、自動的に 「文書の書式」画面が 


表示されます。 
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文書を作成する画面を表示するには 


文書作成 


に は 


書式を設定するには 


文書の仕上が りをどのようにするかを指示するのが書式です。書式は文書 こと 


に設定することができます。 


書式は基本的に文書を入力する前に設定 します。途中で書式を変更すると、文 


書全体が新 しい書式になります。 


1文書編集画面で、[ 亙Ⅲ巨] を押 しなが ら EE=|( 書 式) を 押 します。 


初めての文書を作成するときには、文書編集画面を選ぶと、自動的に「文書の 


書式」画面が表示されます。 


2書式項目の中から設定する項目を選び、最後に1亘巨∪R団 を押しま 


す。 


各項目ことに選んだら、田ET∪ R口 を押して書式をきめます。 


印刷方向 ( 文書の印刷を横書 にするか縦書にするかを選びます。 
) 


横書 縦書 


文字間隔 ( 文 字と文字の間隔) 
小 中 大 


行間隔 
( 行 と行の間隔) 
小 中 大 


全角で入力した場合の最大行数と文字数 


文書作成醸一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
鋒難一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
， 
一 
一 
¨ 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
漑 


行間隔 
( 行 ) 
文字間隔 
( 文 字 ) 


大 
中 
] ヽ 
大 
中 
′′」ヽ 


横 書 
25 
27 
30 
21 
23 
25 


縦 書 
15 
17 
18 
26 
30 
30 
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X子露 
: 属 11■ 
■ 


懸 じ亜 


. ( =費 霧 
菫 
=A‐ 


差出人 
( 差 出入を印刷するかどうかを設定 します。) 


印刷する 
差出人を葉書の裏面下 に印刷 します。作成する文書の 


量が6行 分少な くな ります。 


印刷 しない 
差出人を裏面に印刷 しません。 


禁則 ( 句読点『、」、「。」が行の先頭となるとき、強制的に前の行の後ろに追 


加するかどうかを設定) 


する 
禁則を行います。 


しない 
禁則をしません。 


曜鐘譲 


書式設定の選択内容によつて、文書に入力できる最大行数、最大文字数が決ま 


ります。 


文書の編集画面で葉書裏面の文面を作成 します。 


1 
Fl 
を押 して編集画面を出 します。 


ここで実際に入力 したり、編集 したりします。 


2文字を入力 します。 


文字はます全角で入力します。後から編集することができます。 


文書編集画面の説明 


文書名を表示 
します。 
LN玉] を 押すことに、 
挿入または上書を表 
示します。 
桁目盛を 
表示 します。 
カーソルの位置が何 
行日かを表示 します。 


現在の書式で横書か 
または縦書かを表示 
します。 


文書編集画面の入力について 


0文 字の入力については 「文字の入力」39ペ ージをこ覧 ください。 
01行 に設定 した文字数を越えて入力すると、自動的に次の行に移 ります。 


強制的に改行するには I RETt t RN I を 押 します。 


O画 面で見えるのは、全角で 8行 です。それ以上入力すると、画面はスクロー 


ルします。1画面分スクロールするにはI SHI Fニコ十1▽ 
] 、 E△ ] を 押します。 


葉書 1枚 分の行数の限度は緑色の線で示されています。それ以上は入力でき 


ません。 


麟 灯 雛 
篠 勧助・ 


~~~申■ 


J 即 l 薔t 
絣 


文書作成 


入力 した文書の文字に飾 りをつけてより見やす く編集する機能を備えています。 


文字に変化をつけるには 
0文 字のサイズを変える 。・・文字サイズ 


O文 字に飾 りをつける 。・・・文字修飾 


0文 字を行の中央に移す 。・・センタ リング 


などがあ ります。 


文書を編集するのに便利な機能として 


〇文書または行単位で文字を削除する・ 


○ 文書または行単位で文字を複写する 。 


○ 文書の レイアウ トを見る 。・・・・・ 


などがあ ります。 


・行削除 


・複写 


・ レイアウ ト確認 


これ らの機能は文書の編集画面か ら操作 します。 


行単位で文字の大きさを指定 します。 


指定した文字の大きさによって葉書 1枚 に書ける文字数が変わります。 


1文 書を入力した後、カーソルを文字の大きさを変更 したい行に合わ 


せ 、 
F3 
( サイズ) を 押します。 


( カ ーソルはその行のどの位置にあつても構 いません。 
) 


「文字サイズ」画面が表示されます。 


2文字サイズを選び、匿回コロ] を 押 します。 
指定された行の文字が、指定の大きさに変化して表示されます。 


" 
毛筆を選んだ場合は、画面上では毛筆書体では表示されません。サイズの変換 


指定を した行頭 に、「筆」のマークが表示されます。 


あ 
あ 
魔 ) 


ヽノ 
カ佐 


あ 


ヽ日Ｊ′ 
ｄＪ´ 
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文字のサイズを変更するには 


全 
角 
|( こ 倍 
横 
倍 
4 イ音 


筆一倍 
一 
●――●一 
毛４ 


毛 筆 
( 16) 倍 


行単位で文字に飾 りを付けることができます。飾 りを指定すると、その行頭 に 


選ばれた飾 りのマークが表示されます。文字の飾 り|ま 印刷 しては じめて見るこ 


とができます。 


1文書を入力した後、カーソルを文字に飾りをつけたい行に合わせ、 


EF4⊃ ( 修飾) を 押します。 


( カ ーソルはその行のどの位置にあつても構 いません。 
) 


「文字修飾」画面が表示されます。 


2お好みの文字修飾を選び、田亘囮回] を押します。 


指定 した行頭に選んだ飾 りのマークが表示されます。 


曜甕醍譲 
OPRN― M24プ リンターをこ使用の場合は、斜体、自抜きをつけないで印刷さ 


れます。 


○ 強調はPRN― M24プ リンターで印刷 してもあまり強調されません。 
O毛 筆の行には、文字修飾はできません。 


な し 


強調 


斜体 


白抜 


下線 


文字に飾 りを付けません。 


あわ 
虚あ一 


な強斜自 
下 


■■■ 


|″ 
i = 


. ■ t 
‐|=, 


文字に飾 りをつけるには 


文書作成 


項 目 
内 
容 
マーク 


センタリングをす 


文字を行の中央に移します。( 左右の空きを同じにします。 
) 


1文書を入力 した後、文字を行の中央 に印刷 したい行にカー ソルを含 


わせます。 


( カ ーソルはその行のどの位置にあつても構 いません。 
) 


2 
SHI FT 
を押しなから、1コ≡コ( セ ンタリング) を押します。 


指定 した行が中央に移 ります。 


行 単1位で削除す 


″ ‐ ロ 
1し は 


1度 に複数の行を指定 して削除することができます。 


1カ ーソルを削除したい行 ( 複数行の場合は、最初の行) に合わせ、 


SHI FT 
を押しなから [ El コ ( 行削) を 押します。 


2カ ーソルを削除したい最後の行 ( 複数行の場合) に 合わせます。 


( 1行 削除の場合 は、 このステップは必要あ りません。 
) 


31・Tt t T∪ 雨T: ||を 押 します。 


指定した範囲の行が削除されます。 


「 


[ _ 


文 
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成 
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複写するには 


1枚の文書のなかに同 じ文章が必要なときには、 1行 あるいは複数の行を指定 


して 1度 に複写することができます。 


1カ ーソルを複写 したい行 ( 複数行の場合は、最初の行) に 合わせます。 


( カ ーソルはその行のどの位置にあっても構いません。 
) 


21玉団亘EI を 押しなから 
F2 
( 行複) を 押 します。 


3カ ー ソルを複写 したい最後の行 に合わせ ます。 


( l 行 の場合は、このステップは必要ありません。 
) 


4 
RE丁 ∪RN 
を押 します。 


指定 した範囲がいつたんコンピューターのメモ リーに複写されます。 


文書作成 


5カ ーソルを挿入 したい行の位置に合わせます。 


6 
S HI FT 
を押しなからI I 互二|( 行 挿) を押します。ステップ4で メモ 


リーに複写された行が挿入されます。 


「 二11: FI I ‐ 
」 


一三■ｊ１１‥ 
， 


l i Fl l l l =' 三 1‐ 等 
= 
参 
1: ● l l =t ● ■・ 
・l T. 
三ま言: ; . 製女 


`: 二 
l T 
」 


I I : I I 


=、 , 1: : =1- ■ 
==´ 
. 11i : [ 


議を 
「 : : 11■ 年二 
1‐ 黒ミ11■ . 1■ 
=● 
´き■, 「i : i : . 11 
グ: , 「i l i t 〈 1● =, ■ 


1枚 の文書の中で場所を移動 したい文章があれば、複数行を指定して移動する 


ことができます。 


1カーソルを移動したい最初の行 ( 複数行を移動する場合) に 合わせ 


ます。 


( カ ーソルは行のどの位置にあつても構 いません。 
) 


2〔 SHI FI コ を押しながら 
Fl 
( 行削) を 押します。 


3カ ー ソルを移動 したい最後の行 に合わせ ます。 


( 1行移動の場合は、このステツプは必要ありません。 
) 


4田 E丁 ∪R団 を押します。 


指定された範囲が削除されます。 


5カ ーソルを移動先の最初の行 ( 複数行を移動する場合) に 合わせま 


す。 


6匡ヨI F丁 |を押しながら I F[ EI ( 行挿) を 押します。 


ステ ップ4で画面か ら消えた部分が挿入されます。 


翻翻囲翻 


移動するには 


文書作成 


レイア 
に は 


作成 した文書がどのように入力されているか、レイアウト画面で確かめること 


ができます。 


[ F2] ( レ イアウト) を 押します。 


葉書に文字が入力されている状態をフロックで表示します。 


EEC] を 押します。もとの画面に戻ります。 


るには 


作成、編集 した文書は必ず登録 しておきます。あとで呼び出 してそのまま使 っ 


た り、編集 し直 したりできます。 


登録 したい文書が表示されている状態で、I FT] ( 登 録) を 押 します。 


「文書一覧」画面に戻 ります。 


文書名が記入されていない場合は、ここでも入力できます。 


|1亘⊆|を 押します。 
「登録せずに終了してよろしいですか?」 とメッセージが表示されます。 


田園亜コエ|を 押します。 


「文書一覧」画面に戻ります。あらかじめ文書名を入れた場合文書名は残ります 


が、文書はディスクに登録されていません。文書名を削除するには、 |⊇二LI ま 


たはI BE[ : ||を 押します。 


衛挿〕夕 
l 
レ碑}サ樹 鰤 


■ ■ 
7 


日 
■ 
Ｅ 
日 


文書作成 


「はがき書右衛門」のプログラムディスクには8件 の文書を登録することができ 


ます。 


「文書一覧」に登録 してある文書を他の文書に複写 したり、文書こと全部消去し 


たりすることができます。 


1度 作成 した文書を、他の文書に少 しだけ変更 して使用するときに便利です。 


1「文書一覧」画面を表示 します。 


「文書一覧」画面か表示されていなければ、 |二sc_l を 押して表示します。 


2複写 したい文書の番号を選び、 


メッセージが出ます。 


F2 
( 複写) を 押 します。 


3複写先の文書番号を選び、 F3( 貼 付) を 押 します。 


複写 したい文書全体が指定 した文書の番号に複写されました。 
C涯義 
、) 複写、貼付を行っても 「文書一覧」画面では文書名は変化しません。 


゛文書名を変更したいとき、または文書名を付けたいときには、I TA口 を押 し 


て、日本語を入力する画面に切り換えてから入力します。 


1■ |・ 


文書単位の消去と複写 


文書全体を複写するには 


１ 
■■● 
文書作成 


るには 


このプログラムディスクには8件 の文書が保存できます。 8件 を越える場合に 


は、不要な文書を消去 しなければな りません。また、作成 した文書をすべて作 


り直 したいときには、文書の消去を行います。 


1「文書一覧」画面を表示します。 


「文書一覧」画面が表示されていなければ、[ 区コを押して表示します。 


2消去したい文書の番号を選び、 


メッセージが表示されます。 


F4 
( 消 去) を 押します。 


3消 去 す る に は [ RET∪ RNI を 押 します。 


消去を中止するには、「ESCl を 押します。 


指定 した文書の文面が全部消去されます。 


「文書一覧」画面から文書名は消去されません。 


匝亘□ または|I BS i l を 押します。 


~¬ 


文書作成 


; 翌F猥 
繹 


二加 


■口■ 


画面で作成 した文書を印刷 します。 


宛名を印刷 したときと同様にプリンターに葉書をセ ットします。 


1葉 書をプリンターにセットします。 


2「文書一覧」画面で印刷したい文書番号を選び、 


します。 


文書の編集画面が表示されます。 


Fl 
( 編集) を 押 


3 
Fl 
( 印 刷) を 押 します。 


「文書の印刷」画面が表示されます。 


4印 刷 項 目を 設 定 します 。 


印刷部数 
( 印 刷部数を数字で入力します。9999部 まで可能です。 
) 


プリンター ( プ 
|リ ンターを選択 します。 
) 


HBP― Fl HBP― Fl プ リンター 


PRN― M24 PRN― M24 TYPt t I I ま たはPRN― M24プ リンター 


5田亘亜ⅡⅢI を押します。 


印刷が始まります。 


" 
〇毛筆で印刷すると、毛筆の文字数によつて異な りますが、3分 か ら40分程度、 


印刷 に時間がかか ります。 


●●】 
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万一の事故で大切なプログラムディスクを壊 してしまわないために定期的にデ 


ィスクのバツクアツプをとつておくことをお薦めします。 


次の順序で行います。 
1 
ブランクデ イスク 
( コ ピ~先 のデ イスク) を 初期化 します。 


2 
プログラムデ ィスクからブランクデイスクヘ コピ~し ます。 


1 
プログラムデ ィスクを引き抜き、|コ ESET] ボ タンを押 してBASI Cを 起動 


します。 


2 
コピー先のフランクデイスク ( 2DD仕 様のタフを動か して、書き込み可に 


します。 ( 9ページ参照) を ドライブ Aに セ ツトして、CALL FORMA丁 


と入力 して I RETURNI を 押 します。 


3 ``Dri ve name?( A, B) ) ' 


とメッセージが表示され 


「A」 
と入力 します。 


4 
“ 1- Si ngl e sl ded, 9Sect ors" 


“2- [ Doubl e Sl ded, 9sect ors' ' 


とメッセージが表示されますので 


「2」 
と入力 します。 


・機器 によつては表示が異なるものがあ ります。このときには、2DD仕 様 


の番号を入力 して ください。 


5 `i St rl ke a key vvhen ready' ' 


とメッセージが表示されますのでキーを何かひとつ押 してください。 


6 
デイスクの初期化が終わると 


“ For「nat compl et e' ' 


“ Ok. ' ' 


とメッセージが表示されます。 


ディスクのパツクアツプ 


デ イスクを初期化するには 


文書作成 


デイスクをコ 
″‐ ‐ 
1し は 


まず、プログラムディスクをドライブAに セットします。 
l BASI C画 面より 


R∪ N“ DI SKCOPY. BAS' ' 


と入力して 圧: ET∪ Ⅲ工|を 押 します。 


2 
マスターデイスク 
( プ ログラムデ ィスク) の 


タプを動か して、書き込み禁上 にし ( 9ペ ージ参照) 


ドライブAに セ ットして、 l RET∪ RI : |を 押 します。 


3 “ディスクドライフノカズ八?( 1/2) 7' 


のメッセージが表示され 
。ドライブが 1台 の場合は 1 


・ ドライブが2台 の場合は2 


を入力して□ □Ⅲ□工|を 押します。 


4 “マスターデイスクフ イレテ I RET∪RNI キ ーフ ォス" 


のメッセージが表示されたら、プログラムディスクを ドライブAに セット 


して [ E回亜亘団 を押します。 


コピーの実行を取 り消すには 


医 EEI を 押しながら医 
=⊇ 
互] を 押します。 


5“ 
ブランクディスクフ イレテ I Ⅱ璽匡亜囚] |キ ーフ オス" 


のメッセージが表示されたら、初期化したフランクデイスクを ドライフA 


にセットして 田ETURN] を 押 します。 


6 
操作の 4、 5を メッセージに従 って 6回 繰 り返 します。 


4 “マスターディスクフ ( A) ド ライフニ イレル" 


“ブランクディスクフ ( B) ド ライブニ イレル" 


“ヨウイガ デキタラ [ RET∪ RN] フ ォス" 


のメッセージが表示されますので初期化したフランクデイスクを ドライフ 


Bに セットして、 


田亘囮亘口 を押します。 


コピーの実行を取 り消すには 


匝亜I ] を 押しながら医TO匡) を 押します。 


一　　１● 


文書作成 


ドライブが1台の場合は | 


“ コピーガオワリマシタ" 


のメッセージが表示されます。これでコピーが終わりました。 


コピーが終了したら、プログラムディスクのタブを動かして書き込み可にし、 


ドライフAに セツトして 1_] E( 3ET] ボ タンを押します。 


●Ｕ” 


●ｒ■ 


‐・■ . : ● 
1■ ■・■ ■ l ・ 11■ ‐ 
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隧 


■ | ・ ||| 


一一一一 


●一 
●一 
一 
●●一 
■●一 
■ 
一一●■●一 
一 
・●● 
●―■　一● 
， 


１ 


■一 


・ ■ 


. 1・ 
, `・ ■ 1・ ‐, . . 
●||: キ 


エラーメッセージー覧 


ローマ字かな対応表 … 


J I Sコ ー ドー覧・… … … 


索引 … …… … ……… …… 


・. 96 


…97 


- 99 


109 


● 
．】 


【●● 


デイスクが書き込み禁止です。 
デイスクが 書き込み禁止の状態です。 


デ ィスクを取 り出 し、デ ィスクのタフを上にす らしてディ 


スク ドライブに入れ直 します。 


デ ィスクの準備ができていません。 
デイスクがデイスク ドライフにセットされていない、また 


はディスクドライブの電源が入っていません。 


ディスクドライブの電源が入つているか確認してディスク 


を差 し込みます。 


デイスクエラーです。 
デイスクが不良です。 


バ ックアップ済みのディスクに交換 します。 


デイスクがいつぱいです。 
デイスクの残 り容量がない、またはフアイル数が112を 超え 


ています。 


不要なフアイルを削除します。または残 り容量に余裕のあ 


るディスクをセットします。 


プリンターの準備ができていません。 
プ リンターの準備ができていません。 


プリンターを接続 して電源を入れ、オンライン状態にしま 


す。 


MSX¨ J Eガ アリマセン. 
本体にMSX― J 巨 が装備されていません。 


電源を切り、MS× 一J 巨 カー К リツジをセツトして電源を 


入れます。 


MEMORYフ ソクデス。 
本体のメモ リーが足 りません。 


本体 に内蔵 しているソフ ト、または不要な機器を切 り放 し 


ます。 


このデイスクは違います。 
違うディスクがセットされています。 


メッセージに表示されているディスクをセットします。 


通信カー トリツジがあ りません。 
本体 に通信カー トリッジが装備されていません。 


電源を切 り、通信カー トリッジをセ ッにしてか ら電源をい 


れます。 


エラーメッセージ 
原因・対処 


D∪ 


DA 


DI 


DE 
DO 


Ａ 
ｌ　　∪ 
Ｂ 
Ｂ　　Ｂ 


BE 
BO 


P∪ 


PA 


P: 


PE 
PO 


YA 


Y∪ 


∪　　Ｅ 
Ｏ 
Ｒ　　Ｒ 
Ｒ 


RA 


Rl 
WA 


W∪ 


WO 


NN 


G∪ 


GA 


GI 


GE 
GO 


Ｅ 
Ｏ 
Ｚ 
Ｚ 


ZA 


Z! 


J I 


Z∪ 


SA 


SI 


SHl 


S∪ 


SE 
SO 


Ｔ 
Ａ 
Ｔ 
‐ 
Ｃ 
Ｈ 
‐ 


刊 
刷 
Ｔ 
Ｅ 
Ю 


N∪ 


NA 


Nl 


NE 
NO 


HA 


HI 


HU 


F∪ 
HE 
HO 


MU 


MA 


MI 


ME 
MO 


Ａ 
Ｉ　　∪　　Ｅ 
Ｏ 


∪　　Ｅ 
Ｏ 
Ｋ　　Ｋ 
Ｋ 


KA 


KI 


Ａ 
Ｉ 
∪ 
Ｅ 
Ｏ 
Ｌ 
Ｌ 
Ｌ 
Ｌ 
Ｌ 


LYA 


LYl 
LYU 
LYE 
LY0 


KYA 


KYI 
KY∪ 
KYE 
KYO 


GYA 
GYI 
GY∪ 
GYE 
GYO 


LT∪ 


SYA 


SYI 


SY∪ 
SYE 
SYO 


SH∪ 
SHE 
SHO 


SHA 
ZYA 


ZYI 
ZY∪ 
ZYE 
ZYO 


J YA J A 


J Yl 


J Y∪ 
J YE J E 
J YO J O 


CYA 
CYI 
CY∪ 
CYE 
CYO 


TYA 


TYI 


TY∪ 
TYE 
TYO 


CHU 
CHE 
CHO 


CHA 
DYA 
DYI 
DY∪ 
DYE 
DYO 


THA 


THI 


TH∪ 
THE 
THO 


DHA 
DH! 
DH∪ 
DHE 
DHO 


NYA 
NYI 
NY∪ 
NYE 
NY0 


HYA 
HYI 
HY∪ 
HYE 
HYO 


BYA 
BY: 
BY∪ 
BYE 
BYO 


PYA 


PY: 


PY∪ 
PYE 
PYO 


あ行 


か一行 


さ行 


た行 


な一行 


は行 


■一行 


や行 


ら行 


わ行 


ん一行 


が．行 


ぎ 
行 


だ行 


ば 
行 


ぱ行 


あ）い　´フ　・た　お 


や　い　ゆ　え　よ 


ぎ|||や 


き||い 


ぎ0 


1き― 
|え 


き|■ 


つ 


で ゃ 


で い 


で ゅ 


で｀え 


で ょ 


に ゃ 


に い 


に ゅ 


に た 


に ょ 


ひ ゃ 


ひ い 


ひ ゅ 


ひ ぇ 


ひ ょ 


びゃ 


び い 


び ゅ 


び ぇ 


び ょ 


ぎゃ 


ぎい 


ぎゅ 


ぎ ぇ 


ぎ ょ 


じゃ 


しい 


しゅ 


した 


しょ 


じゃ 


じい 


じゅ 


じ え 


じよ 


ちゃ 


ちい 


ちゅ 


ち ぇ 


ちょ 


ぢ ゃ 


ぢ い 


ぢ ゅ 


ぢ え 


ぢ よ 


て 


t ｀ 


ゆ 


え 


よ 


ぴゃ 


ぴ ぃ 


ぴ ゅ 


ぴ ぇ 


ぴ ょ 


ローマ字かな対応表 


Ｅ 
Ｏ 
Ｆ，　”ト 


FA 


FI 
FYA 


FY! 
FYU 
FYE 
FY0 


MYA 
MYl 
MY∪ 
MYE 
MYO 


RYA 
RYI 
RYU 
RYE 
RY0 


Ａ 
Ｉ 
∪ 
Ｅ 
Ｏ 
Ｖ 
Ｖ 
Ｖ 
∨ 
Ｖ 


〓一　Ｆ』‥― 
Ⅵ 
Ｗ 
Ｗ 


●●】 


ふ あ 


ふ ぃ 


ふ●ふ 


え 


お 


や　い　ゆ　・え　よ 
ふふふふふ 


ヴあ 
ヴい 


ヴ 


ヴ ぇ 


ヴお 


い 
ぇ 


うぇ 


フ い 


み ゃ 


み い 


み ゅ 


み ぇ 


み ょ 


りゃ 


りい 


り19 


りぇ 


りょ 


（―】 


口 
．】 


非漢字 
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2120 
2130 
2140 
2150 
2160 
2170 
2220 


＼ ～ ‖ 
| 
{}〈 
〉 
T=≠ 
< 


$¢ 
£ % 


◆ 
□ 
■ 


《》 「 」 
>≦ ≧ ∞ 
#&*@ 


△ 
▲ 
▽ 
▼ 


“ 
' ' ( ) 


『 』 
【】 


∴ ♂ ♀ ° 


§ 
☆ ★ ○ 


※ 〒 → ← 


― ― ―/ 


〔〕 [ . ] 


十 一 士 × 
´ ″ 
°C¥ 


● 
◎ 
◇ 


↑ 
↓ 〓 


・　　○ 
！〆 


， 
・　々 


‥全 


2220 
2230 
2240 
2250 
2260 


2270 
2320 


V Ⅵ Ⅶ I ⅧI Ⅸ X g 


μs( i O KKI I I L NQチ ン 


' 1: ~ド 
ルトント 勢L〕距マツ 
1襟 薔みび― 
' 
④ ⑤ ⑥ ⑦ l ⑧ ⑨ ⑩ [ |] 00ロ 


0 


″ mm腕 


夕 すFン ミッ 


み ① ② ③ 


∫ √ ~日 


O① ① 


I ▽ 


|I L」 
⌒ 
V 


千 
く 
[ 三 ] ( |) ⑪ 
⑭ O 


同 I I Ⅲ 


配 ガ 虚 昭 


⇒ 


| 


2330 
2340 
2350 


2360 
2370 


PQRS 
a b c 
pqrs 


LMNO 
XYZ 
lmno 


Ｋ 


Ｊ 


９　Ｉ 


８　Ｈ 


３　Ｃ 


２　Ｂ 


ｌ　Ａ 


０ 


hi J k 
x y z 


７　Ｇ 


６　Ｆ 


５　Ｅ 


４　Ｄ 


TUVW 


ｇ　Ｗ 


Ｆ・　　Ｖ 


ｅ　　ｕ 


ｄ　ｔ 


2420 
2430 
2440 


2450 
2460 
2470 


い う う え|え お お か 


ご さ ざ し|じ す ず せ 


つ づ て で |と 
ど な に 
tJl{L^u(/}J:}i\^^lI 


む め も ゃ|や ゅ ゆ ょ|よ 


ゐ ゑ を ん|%＼ ||||=l l l : 


ら り る|れ ろ ゎ わ 


ぽ ま み 


あ あ ぃ 


く 
・ け げ こ 


だ ち ぢ っ 


が き ぎ く 


ぜ そ ぞ た 


ぬ ね の は 


2520 
2530 
2540 


2550 
2560 
2570 


7 
?', 
y+ 
,ri,rt 
AI 


ア ィ 


ゲ コ 


ヂ ッ 


ヒ ビ 


モ ャ 


4 trltrtth 
Jtt>)7/.)e 
") "/ 7 ' l- F'/-: 
Y777"\^^,i 


ガ キ ギ ク 


ゼ ソ ゾ タ 


ヌ ネ ノ ハ 


ボ ポ マ ミ 


レ ロ ヮ ワ 


ヰ ヱ ヲ ン|ヴ ヵ ヶ l 
:z.ja331U)V 


2620 
2630 
2640 
2650 


AB「 
|△ E Z H10 1 K A 


Π P Σ TI Υ Φ X Ψ I Ω 


: l α β γ 
l δ ε ζ η l θ ι κ λ 


π ρ σ τ 
l υ φ χ ψ l ω 


MNΞ 
0 


μ 
ν 
ξ 
ο 


2660 
2670 
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2720 
2730 
2740 


2750 
2760 
2770 


AEBI-,[EE 
oIIPC]Tyox 
nq 


I 
a6srAed 
onpcrydx 
rcf 
I 


Ц 
Ч 
Ш ■1 


Ж 3И 
Й 


Ц Ч Ш 
KЛ 
MH 


Ъ 
Ы 
Ь 
Э 


Ж 3И 
Й 
К 
Л 
MH 


Ъ 
Ы Ь Э 


J I Sコードー覧 


記 
号 
（ＮＯＲＭ 
ＡＬ） 
特殊記号 
一 
央二鍬堂スＮＯＲＭＡＬ） 
ひらがな（標準） 
カタカナ（標準） 
ギリシャ文字 


ロシア文字 


10 
0123145 
6 7 
8 9 A BI C D E F 
3460 
3470 
3520 
3530 
540 


560 
570 


363 


365 
366 


55 


62 


36 


気 汽 畿 祈1季 稀 紀 徹1規 記 貴 


鬼 亀 偽 儀1妓 宜 戯 技1擬 欺 犠 


義 蟻 誼 1議 掬 菊 鞠 1吉 吃 喫 桔1橘 詰 砧 


却 客 脚 1虐 逆 丘 久1仇 休 及 吸1宮 弓 急 


求 汲 泣 1灸 球 究 窮1笈 級 糾 給1旧 牛 去 


拒 拠 挙 1渠 虚 許 距1鋸 漁 禦 魚1亨 享 京 


供 侠 僑1兇 競 共 凶1協 匡 卿 叫1喬 境 峡 


怯 恐 恭 1挟 教 橋 況1狂 狭 嬌 胸1脅 興 蕎 


響 饗 驚 1仰 凝 尭 暁1業 局 曲 極1玉 桐 粁 


均 巾 錦 1斤 欣 欽 琴1禁 禽 筋 緊1芹 菌 衿 


近 金 吟1銀 | | 


伎 危 喜 


期 棋 棄 
忌 


| 
既 


| 


企 


希 
岐 
幾 
机 
揮 
旗 
奇 嬉 寄 


機 帰 毅 


輝 飢 騎 


黍 


朽 


巨 


3720 
3730 


366 
367 
具 愚 虞 1喰 空 偶 寓1遇 隅 串 


苦 躯 駆 


釧 屑 屈 


桑 鍬 勲 
掘 窟 沓 1靴 替 窪 熊 1隈 粂 栗 繰 


九 倶 句1区 狗 玖 矩 


訓 群 軍 
3730 
3740 
3750 
3760 
3770 


3820 
3830 
3840 


倦 健 兼 1券 剣 喧 圏 


検 権 牽 1犬 献 研 硯 


険 顕 験 1鹸 元 原 厳 


堅 嫌 建 憲1懸 拳 捲 


啓 圭 珪 


見 
源 


桁 傑 欠 


諺 限 


形 径 恵 


継 繋 罫 


戟 撃 激 


絹 県 肩 


幻 弦 減 


謙 賢 軒 


玄 現 絃 


卦 袈 祁 1係 傾 刑 兄 


慶 慧 憩 掲 


茎 荊 蛍 計 詣 警 軽 頚1鶏 芸 迎 


決 潔 穴 結1血 訣 月 


敬 景 桂1渓 畦 稽 


狐 糊 袴 1股 胡 菰 虎 


午 呉 吾 1娯 後 御 悟 


鯉 交 佼 1侯 候 倖 光 


后 喉 坑 1垢 好 孔 孝 


恒 慌 抗 1拘 控 攻 昂 


港 溝 甲 1皇 硬 稿 糠 


姑 孤 己 庫 


誇 跨 鈷 雇 


梧 檎 瑚 碁 


公 功 効 勾 


宏 工 巧 巻 


晃 更 杭 校 


孤 戸 故 


顧 鼓 五 


語 誤 護 


厚 日 向 


幸 広 庚 


梗 構 江 


耕 考 肯 


砿 鋼 閤 


轟 麹 克 


骨 狛 込 


根 梱 混 


腔 膏 航 荒 1行 衡 講 貢 1購 郊 酵 鉱 


項 香 高 鴻 1剛 劫 号 合 1壕 拷 濠 豪 


此 頃 


紺 艮 魂 


今 1困 坤 墾 


紘 絞 綱 


告 国 穀 酷 1鵠 黒 獄 


乎 1個 古 呼 


漉 1腰 甑 忽 


婚 1恨 懇 昏 


3840 
3850 
3860 


3870 
3920 
3930 
940 
950 
960 


970 


A30 


2 


DE 
01231456 
7 8 9 A BI C 
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3020 
3030 
3040 


亜 唖 娃 


旭 葦 芦 鯵 


粟 袷 安 庵 


阿 哀 愛 挨1始 逢 葵 茜1穐 悪 握 渥 


梓 圧 斡 扱1宛 姐 虻 飴1絢 綾 鮎 或 


按 暗 案 聞1鞍 杏 | 


夷 委 威 尉 


萎 衣 謂 違 


稲 茨 芋 鯛 


以 伊1位 依 偉 囲 


椅 為 畏 異1移 維 緯 胃 


域 育 郁 磯|一 壱 溢 逸 


因 姻 引 飲1浬 胤 蔭 


韻 吋 


印 咽 員 


院 陰 


惟 意 慰 易 


遺 医 井 亥 


3040 
3050 
3060 
3070 
3120 
3120 
3130 
3140 


右 宇 


唄 欝 蔚 鰻 


鳥 羽 迂 雨1卯 鵜 窺 丑 


碓 自 渦 嘘 
姥 厩 浦 瓜1間 噂 云 運 
~産 
餌 叡 i 営 嬰 影 映1曳 栄 永 泳1洩 瑛 盈 穎 


頴 英 衛 詠 1鋭 液 疫 益1駅 悦 謁 越1間 榎' 厭 円 


園 堰 奄 宴1延 怨 掩 援1沿 演 炎 焔1煙 燕 猿 縁 


艶 苑 薗 遠1鉛 鴛 塩 | | 


3140 
3150 
3160 
3170 
3170 
3220 
3230 


1 
於 


押 旺 横 1欧 殴 王 翁 


屋 憶 臆 桶1牡 乙 俺 卸 


汚 甥 凹 央1奥 往 応 


襖 鴬 鴎 黄1岡 沖 荻 億 


恩 温 穏 音 


| 
3230 
3240 
3250 
3260 
3270 
3320 


3330 
3340 
3350 
3360 
3370 
3420 


3430 
3440 
3450 
3460 


伽 価 佳 加 1可 嘉 夏 嫁 


火 珂 禍 禾 1稼 箇 花 苛 


迦 過 霞 蚊1俄 峨 我 牙 


垣 柿 蛎 鈎 


覚 角 赫 較 


橿 梶 鰍 潟 


叶 椛 樺 鞄 


粥 刈 苅 


完 官 寛 干 


汗 漢 潤 潅 


莞 観 諌 貫 


1下 化 仮 何 


家 寡 科 暇1果 架 歌 河 


茄 荷 華 菓1蝦 課 嘩 貨 


画 臥 芽 蛾1賀 雅 餓 駕 


怪 悔 恢 懐1戒 拐 改 


絵 芥 蟹 開1階 貝 凱 劾 


蓋 街 該 鎧1骸 浬 馨 蛙 


拡 撹 格 核1殻 獲 確 穫 


割 喝 恰 括1活 渇 滑 葛1褐 轄 且 鰹 


株 兜 竃 蒲1釜 鎌 噛 鴨1栢 茅 萱 


瓦 乾 侃 冠1寒 刊 勘 勧1巻 喚 堪 姦 


憾 換 敢 柑1桓 棺 款 歓 


竿 管 簡 緩1缶 翰 肝 艦 


関 陥 韓 館1舘 丸 含 岸 


頑 顔 願 | 
巌 玩 癌 眼 1岩 翫 贋 雁 


幹 患 感 


劃 嚇 各 廓 


魁 晦 械1海 灰 界 皆 


外 咳 害 崖 1慨 概 涯 碍 


介 会 解 回1塊 壊 廻 


環 甘 監 看 


還 鑑 間 閑 


郭 閣 隔 
岳 楽 額1顎 掛 笠 樫 


進 
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J I Sコードー覧 


霧 


______壺 


あ 


い 


ヽえ 


お 


か 


き 


け 


012 
56718 
9AB 
CDEF 
3 4 


些 1佐 叉 唆 嵯1左 差 査 沙 


坐 座 挫 1債 催 再 最 


済 災 采 1犀 砕 砦 祭 


搾 昨 朔 1柵 窄 策 索 


察 拶 撮 1擦 札 殺 薩 


傘 参 山 1惨 撒 散 桟 


肴 咲 崎 埼1碕 鷺 作 


錯 桜 鮭 笹1匙 冊 刷 


雑 皐 鯖 捌1錆 鮫 皿 


餐 斬 暫 


斎 細 菜 


哉 塞 妻 宰 


載 際 剤 


瑳 砂 詐 鎖 


彩 才 採 栽 


燦 珊 産 算1纂 蚕 讃 賛 


材 罪 財 冴 1坂 阪 堺 榊 


A40 


50 
A60 


A7 
3B2 
3B30 
3B40 
3B40 
B50 
B60 


B70 
C20 
3C30 


3C4 
3C50 
3C60 
3C70 
3D20 
D30 


D40 
D50 
D60 
3D70 
3E2 
3E3 
3E40 


3E50 
3E60 
E70 


F20 


3F4 
3F5 


3F 


尚 庄 床 廠 1彰 承 抄 招 1掌 捷 昇 昌 


樵 沼 消 1渉 湘 焼 焦 1照 症 省 硝 


仕 仔 伺 


叱 執 失 嫉1室 悉 湿 


蒸 譲 醸 錠1嘱 埴 飾 


修 愁 拾 洲 1秀 秋 終 繍 


集 醜 什 住 


嘗 奨 妾 娼 


夙 宿 淑 祝1縮 粛 塾 


触 食 蝕 


樹 綬 需 


寂 弱 惹 主 


受 呪 寿 


裳 訟 証 詔 


乗 冗 剰 


屡 蕊 縞 


柔 汁 渋 獣 


場 壌 嬢 常 


詳 象 賞 


輯 週 酋 酬 


縦 重 銃 叔 


尻 伸 信 侵 


深 申 疹 真 


震 人 仁 刃 


識 鴫 竺 1軸 宍 雫 七 


質 実 蔀 1篠 偲 柴 芝 


煮 社 紗 1者 謝 車 遮 


姉 姿 子 屍 1市 師 志 思 


死 氏 獅 祉 1私 糸 紙 紫 


諮 資 賜 雌 1飼 歯 事 似 


次 滋 治 1爾 璽 痔 磁 


擾 条 杖 1浄 状 畳 穣 


拭 植 殖 1燭 織 職 色 


粧 紹 肖1菖 蒋 蕉 衝 


鍾 鐘 障 1鞘 上 丈 丞 


晋 森 榛 浸 


身 辛 進 針 


陣 靭 


侍 児 字 寺 


示 而 耳 自 


刺 司 史 


支 孜 斯 


脂 至 視 


壬 尋 甚 1尽 腎 訊 


蛇 邪 借 勺 


取 守 手 朱 


嗣 四 士 始 


施 旨 枝 止 


詞 詩 試 誌 


慈 持 時 


蒔 辞 汐 


釈 錫 若 


趣 酒 首 


宗 就 州 


襲 讐 蹴 


出 術 述 俊 1峻 春 瞬 竣 


準 潤 盾 純 1巡 遵 醇 順 


書 薯 藷 1諸 助 叙 女 


勝 匠 升 1召 哨 商 唱 
宵 将 小 少 


昭 晶 松 梢 


礁 祥 称 章 


写 射 捨 赦 


尺 杓 灼 爵 


殊 狩 珠 種 


囚 収 周 


習 臭 舟 


充 十 従 


処 初 所 暑1曙 渚 庶 緒 


序 徐 恕 鋤1除 傷 償 


舜 駿 准 循1旬 楯 殉 


唇 娠 寝 審 1心 慎 振 新 


秦 紳 臣 1芯 薪 親 診 


3F50 
3F60 


3F70 
4020 


逗 吹 垂 帥 1推 水 炊 睡 粋 翠 衰 遂1酔 錐 錘 随 


据 杉 椙 菅1頗 雀 裾 
髄 崇 嵩 1数 枢 趨 雛 


澄 摺 寸 


| 


笥 諏1須 酢 図 


F 
012 
5 6 7B9AB 
CDE 
3 4 
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40201 
4030 
4040 
4050 
4060 
4070 
4120 
4130 


1世 瀬 畝 是 


正 清 牲 


静 斉 税 


責 赤 跡 


凄 制 勢 姓 


生 盛 精 聖 


脆 隻 席 惜 


蹟 碩 切 


先 千 占 


潜 煎 煽 


賎 践 選 遷 


糎 


征 性 成 


声 製 西 


戚 斥 昔 


接 摂 折 


専 尖 川 


穿 箭 線 


銭 銃 閃 


整 星 晴 棲 


誓 請 逝 醒 


積 籍 績 


節 説 雪 絶 舌 蝉 仙 


泉 浅 洗 染 


舛 船 薦 詮 


全 禅 繕 膳 


撰 栓 


繊 羨 腺 


前 善 漸 然 
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職 憧 幣 村| | | 
5670 
1青 井 
5670 
玄 麿 | 
5670 
5720 
| 1声 
庫 厠 廂 1度 厩 廠 


膠 廣 廊 1腐 塵 願 庶1癖 度 慮 腟1鹿 廃 
5720 
| I L建 
5730 升 奔 弊 葬1葬 
5730 
5730 
ユ 1弩 彊 棚 彊 1弾 爾 彎 弯 
5740 互 象 彗 彙 | 
5740 
1多 彰 
5740 
5750 徒 徘 練 往1雀 微 


イ イ方往 征 彿 徊 恨 径 狗 徒 


15750 


15760 


15770 
5820 
5830 


5840 
5850 


58601| 
58701 


倍 拘 促 急 


協 恒 洸 恣 


情 俊 惇 


帳 網 温 愕 


慇 侮 懇 愧 


樵 程 値 惚1側 悩 懲 複 


愴 博 想 慄1怪 憶 惨 悪 


標 備 恵 愁1憩 憬 憔 憚 


惚 懃 操 惜1患 罹 慎 儒 


憑 願 懺 懺1繁 権 催 儡 1怒 


桐 恙 偶 保 


悪 悸 恵 


恵 念 恰 忙 


急 格 慾 悔 


倶 個 棟 


悴 悴 悽 憫 


付 析 1件 性 枕 恭 


忽 但 伯 悌 |↑ 平快 像 悪 


漸 懲 摺 傷1憧 博 働 恩 


燎 憑 欄 撫1倖 慎 應 懐 


特 仙 何 悟 


悦 恒 悧 悟 


慢 意 倣 


怒 恨 想 


5870 
5920 
憂 裁 載 毅 戦 戯 数 
| 
5920 
1扁 
5920 
5930 


5940 
5950 
5960 
5970 
5A20 
5A30 


任 扶 技 抒1孤 科 抜 林1杯 拗 柑 


拮 舞 祥 
l i す 1携 拇 拠 拉1格 拮 扶 翔 


捐 挟 拝 捜1捏 披 椅 撤 


捩 縁 措 棟1揆 拙 揉 摘 


撮 掲 揚 樽 1推 摯 博 擢 


擦 拾 檀1澤 撻 撃 橋 


携 綺 績 榔 1掘 攀 榛 嬢 


柾 奴 靭 掘 


撃 拿 折 携 


桂 摯 握 杵 


樟 掟 拾 鋼 


構 援 溺 槍| 
僚 拐 撼 | 


摘 


板 極 摯 掏 


椰 愉 格 奉 


視 斯 撓 携 


拳 奉 済1援 拾 持 慣 


績 撻 撃1捜 


fL fr lrl 


5A30 
5A40 収 依 攻 数1赦 敷 叙 叙1散 散 敲 数1敏 斃 受 


支 文 致 


5A40 


5A50 


斜 


掛 
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土 


士 


久 


夕 


大 


女 


子 


寸 


小 


( 〈〈 


工 


己 


巾 


千 


ム 


声 


L 


升― 


‐ヽ 
式 試 | 


弓 


互 


多 


七 ヽ 


文 
文 成 成 1成 姜 夏 


戸 


手 


支 


斗 
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5A50 
5A50 
労 施 施1流 旗 播 
施 


斬 断 | 


1元 
5A50 
5A50 
5A60 
5A70 
5B20 


戻 長 杏 呪1燕 昴 易 晏 


晟 暫 晰 罪1量 嘆 暉 喧 


嘩 瞭 曖1壕 畷 砿 曝 


1 早 果 臭 


眺 晉 見 喘1費 
H吾 略 晨 


場 瞑 賢 退1暁 嗽 瞥 


曇 
5B20 
日 曳 易 


朧 覇 


月出腹 碁 朦 
5B20 
5330 


櫂 械 楳 樽1美 格 棲 様1模 械 積 


橙 桂 撓 撲1鳩 椎 憶 繁1檄 検 橋 


櫃 櫂 樺 横1檬 構 柵 裸1榛 欄 樋 


根 榜 裕 


鬱 穏 


桟 椒 桜 棗 


楔 棟 猪 


校 樋 條 


粁 杞 柾 代1柚 栃 柾 


析 抵 拙 


補 禄 樹 椰 


槃 極 榎 


fift+f Dril 


^ 
lft 1t' +hi,+h p t* +n 


棋 倒 綸 檀 1槽 棚 撤 構 


輸 拐 棟 権1楳 租 榮 視 橙 稿 横 精1嵯 案 塑 褐 


溜 穐 椰 梁1惨 種 権 樟 


抱 柿 粒 根 


椀 梓 集 桔 


穐 橘 梓 
掬 棘 掴 務 


様 相 樟 棠 


枷 何 拐 東1根 柩 拘 祖 


檜 栞 枢 翔1条 袴 拷 権 


杭 杵 梓 梢 


梵 椙 雫 極 


梧 棧 椋 


梃 格 秩 


桐 控 根 


稔 楯 柾 


欄 薬 縦 糠 


撮 橘 極 構 


業 葉 檻 


祥 葉 橋 彙 


5330 
5340 
535C 
536C 


5B701 


5C201 


5C301 
5C40 
5C50 
5C60 
5C70 


151) 20 


15[ ) 30 
5D30 
5D40 鉱 飲 欽 歎1歎 


歎 歓 盗 歌 
歌 歓 秋 


5D40 
露 


殖 舞 獲 強 1強 


残 殆 頻 蕩 
タ 
妖 珍 残 葬 
5D40 
5D50 
5D50 
受 段 殻1殴 


5D50 
母 航 


宅1毬 亀 喫 毯 


監 
5D50 
5D60 
5D60 
峨 


気 
気 気 
5D60 
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5D601 


5D701 


5E201 


5E301 


5E401 


5E501 
5E60 
5E70 
5F20 


15F30 


15F40 


15F50 


, 互 
, 止 ャき?市 
. 


, 且 
7′ と, 占 


沫 洵 測 酒 


渕 測 涵 洪 


, 圭 


' 命 
' l Eツ 
胃 


済 秒 , 面 
i 勃 


' 曳 
' 薔 
膝 糖 


濱 棋 濠 潟1藩 澱 瀑 濃1測 涼 濾 i 輸 


湘 潤 灘 涯 l i 彎 | 


測 浣 消 法 1浚 決 浙 


治 涸 , 肴 
, 卒 1泄 消 浮 湊 


湮 満 澳 浸 1涅 渾 港 漱 


瀬 愉 沸 測 1渓 流 滉 涸 


濤 湧 涙 頴 


洋 , 高 


' 歯 
潟 ツ雷渫 涼 


漑 , 種 泥 i 許 


i,) iE iE ii]ifi 
iE i,l iElrT 


茉 1油 
, 土 江 派 


泄 決 i 弘 1滴 酒 涸 訴 


, 日 
, 夷 行 1洵 泣 , 合 洸 


沸 濤 涅 滝 


浙 洩 , 宗 
, 於 


渫 濠 , 嵩 淳 


滓 海 湖 


濃 漿 惨 漱1滞 澁 漱 


漠 漏 潜 澁1淵 渇 潜 潜 


漢 i 幹 繰 澤1湾 漬 澪 済 


渾 激 滝 港 


凛 港 浦 淳 


瀦 涯 濾 蒲 


5F50 
5F60 
5F70 
6020 


夫 炒 畑 1畑 矩 炸 柄 1抱 姻 簗 桑 


烙 焉 蜂 規 1焙 換 熙 ! 熙 


煩 菱 熱 飼 1嘉 熾 焼 熾 


贅 燿 燦 1饉 爛 奥 


1東 箸 建 媛 1揚 薫 燻 爆 


1播 燎 畑 熾 1健 健 燿 


爪 6020 
争1爬 麦 鶯 


炎 6020 
交 1狙 
6020 
6030 


州 林 橋 


崚 順 


牛 6030 
抵 悟 1黎 梨 轟 摘 1単 標 犠 


大 6030 
6040 
6050 


材 狂 


`中 
秋 


杵 猥 瑞 狸 


獅 


押 佛 格 猥 1狡 狭 捐 1条 


猥 猾 奨 猿 1獣 概 檜 獨 


猜 貌 猜 


猿 獣 猟 献 


玉 6050 
6060 
6070 


珈 l t 弥 


瑕 輝 蘇 職 


瀧 理 瑕 


破 珀 理 堀 


唱 輸 螢 塊 


略 壇 娘 瑯 1琥 瑶 琲 琺 


瑣 翡 瑶 瑾1障 瑛 璧 崚 


瓜 6120 
瓢 冊 


瓦 6120 
6130 


甦 


甍 甕 発 


廷 釜 蓮 甦 1鼈 廼 餐 頸 1贅 廷 踵 甑 


甘 6130 
告 
| 


生 6130 
1甦 
6130 
F3 
6130 
6140 


~~1 
早 当1吟 叫 映 珍1献 春 味 時 


碁 蓋 除 崎 1営 彊 疇 暁 昼 墨 畳 | 
6140 
6150 
6160 
6170 
6220 


疸 疸 疼 疱1疲 疫 痒 痙 


療 麻 痕 瘍 1綺 痕 湾 療 


瘍 療 癌 疫1療 症 痛 痛 


痴 清 疲 疵 


癌 痺 痰 痺 


療 療 痛 廃 


癌 


痰 疵 流 疵 


痣 痛 痢 湊 


療 瘤 療 


疲 痺 癌 


6220 
六 癸1嚢 


口引細細 


ナ千 


方 


元 


月　　一木 


欠 


止 


グ 


, 


母 


毛 


氏 


気 


水 


火 


用 


田 


病 


水 


16 . 造 
ド 0 1 2 314 5 6 718 9 A BI C D E F 


白 6220 
巳 兒 販 1皐 咬 院 皓1暫 瞳 


皮 6220 
6230 破 輝 破 


胞 城 


l l l 6230 
孟 1蓋 蓋 全 蓋 1轟 霊 慮 盪 1菫 


目 6230 
6240 
6250 
6260 


巧 眩 呪 員 


睾 賭 略 嗅 


轟 嘱 


皆 砒 昧 番 


瞑 瞳 痛 瞳 


1 吟 眈 妙 


眸 嚇 暖 呪1睫 晴 暉 容 


噴 曖 窪 瞼1書 略 壕 翌 


6260 
衿 
6260 
臭 1矮 
6260 
6270 
6320 


砧 緑 陽 破 


碩 碑 確 


石I 瑚 砒 1確 礎 璃 碓 1碑 硫 磐 硼 


確 6薔 石壼碕 1磋 礫 磁 鴫 1傍 墓 磐 


燈 破 儀 確 1磯 碁 礫 | 
6320 
6330 秘 被 棋 禄 


把 桐 祇 祟 杵 


楔 機 種 齋 禅 程 模 
6330 
嵩 1呂 
6330 
6340 
6350 


1 乗 枇 秋 


稟 稟 稲 稲1稟 機 溶 穂 
種 祓 林 稗 


輝 稽 機 


梢 棋 植 調 


穐 穣 
6350 
6360 
1 
弯 奔 1窃 省 発 箸1害 富 竃 客 


窯 鍛 察 窪1遂 買 宿 | | 
6360 
6370 


立十 立千坊 立毛姑 す宇 拉 女百 埃 


疎 場 颯 
6370 
6420 


6430 
6440 
6450 
6460 


筈 笙 答 箔 1宋 笑 筐 


策 寛 搾1波 歳 宝 籍 


事 館 遮 堂1漠 薇 蔵 業 


晨 彦 華 違1薬 妻 篤 豊 


薇 魔 措 藤1藤 績 識 簸 


メし 


筐 弁 筍 


箇 箆 箱 


箸 飾 簑 簑 


筈 答 箪 奮 


答 簾 


笏 宗 色 筋 


争 杢 先 筵 


箭 箋 帯 事 


箆 業 寵 書 


篇 機 妻 藍 


6460 
6470 


朴 枇1輌 彎 給 棄1揃 桐 栢 梗 1楽 梁 根 粋 


粽 椛 採 継 1稼 補 康 模 1奮 襦 権 燿 1耀 


16470 
6520 
6530 
6540 
6550 


65601 


65701 


凛世給 糸宇結 
: 


細 紹 綺 索 


絨 絹 綜 級 


騰 謬 練 廉1綬 標 締 緩 


繹 給 縄 継 1編 綱 緒 績 


織 繊 議1績 


矛Lキ子 


峰 就 桁 絲 


経 線 描 綽 


緻 紗 繕 絨 
綾 


経 


村 紙 織 1素 細 絋 紫 


架 級 絣 1経 誘 條 緩 


組 綱 絢1縣 綸 線 結 


縣 絆 経 1縦 縛 結 槌 


1夕薩経 綱 1織 続 幡 線 


辮 艦 頴 績 1綬 纏 111緩 
6570 
6620 


鉦 敏 


鉾 嬰 曇 鐘 罐 
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6620 
6630 
1 
囲 年 岡 果 署 罠 |モ 軍 縣 罰 


覇 黒 導 覇1義 
6630 
6640 


抵 玲 革 掲 1義 羹 羹 把 


烹 読 


尭 業 羞 


6640 
翅 翠 1翔 翁 翔 翡 1蒻 蘭 騎辺 1研 
6640 
者 老 董 
6650 未 ‡云末巴相1鋤 褥 
6650 
6660 
6660 


1 
歌 趾 1柳 玲 賠 I I 豊 1衆 聟 腱 聯 


1障 聴 | | 
鋳 聾 聰 謡 
1 
車 昇 1癬 粛 
6660 
6670 
6720 
6730 
6740 


月甲膏 月乍抵 


隋 膜 牌 


管 膠 旧 層 


胎 1齊 儒 朦 


冑 胚 鮮 腺 


排 腑 勝 腱 


腟 腟 腸 月式 


肛 盲 


脱 煙 脩 


胆 1昌 膜 


膵 1會 順 


月上月内冒 ∫比 


昏 舶 腋 


腸 月扁贈 膀 


臆 臀 骨 店 


触 臓 腹 臓 1響 
6740 
1 戒 
6740 
壼 錬 


| 
6740 
6750 興 奮 


夫 昇 春 舅 


6750 
舎 紙1舗 
6750 
6760 
1 船 肪 胴1舶 解 臆 艘 1婚 謄 魁 臓 


艦 朦 1魯 臆 1炉 | | 
6760 
報 
6760 
讐色 
16760 


16770 
| 
16820 
6830 
6840 
6850 
6860 
6870 
6920 


69301 


69401 


蔓 拐 秀 政 


首 茉 菫 


著 蕩 荏 蓬 


秀 莉 貫 奄 


葬 疱 萌 芥 


帝 竜 藻 萬 


薄 秦 蒲 蔦 


舜 発 葦 


薔 蒔 藪 薇 


東 穫 森 


約 薦 高 


芳 察 稽 


専 藁 


詳 預 雷 


頻 頼 蘭 


霞 1莉 
奇 1恭 


尊 1薫 


蓋 1猶 


稜 1藉 


産 1籠 


喜 壼 


高 蒟 


疏 藤 


蔑 菅 


蔵 墓 


護 薫 


夕|1支 芍 亡 売 


冬 苺 毒 疱 1荷 幸 芭 茄 


弦 某 荀 茄 1存 苔 秩 茫 


義 香 爽 菫 1真 渉 訪 荘 1茶 蒐 童 葱 


萱 菫 克 萩 1率 森 妻 青 1帯 莫 茨 非 


兼 


参 


温 


齊 


蘇 


藷 蘊 燕 


芭 荀 再 直 


菌 画 蕃 


章 萌 壽 蔭 


産 警 蒻 修 


帝 葡 蓼 棘 


菫 前 莞 粛 


貌 嘉 藝 薬 


6940 
1虎 席 虔 顎1所 


ヽ●● 


J i Sコードー覧 


矛 


矢 


石 


|■ く 


呂 


禾 


大 


立 1 


竹 


米 


糸 


缶 


円 


羊 


12 


老 


未 


耳 


津 


肉 


臣 


至 


臼 


舌 


殉― 


艮 


色 
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董 舛 軸 弊 1鮒 虹 姑 蝦 


鮫 蛛 蛯 挺 1蜆 娯 蜀 蜃 


厳 蜻 断 鯛 1輩 蝠 媚 蝸 


輸 蛾 賜 1蠅 螢 頓 螂 


蛙 妻 蝶 蟻 1焼 姦 幡 解 


婦 議 叢 曇1菫 雲 霊 蟹 


1 諷 蝠I 蛤 


軸 蛉 蠣 飽1姻 嬌 螢 養 


蜆 蛋 岬 蛤1蛹 悧 蝠 婉 


螺 蝿 瑚 蛙1贔 腹 蝙 


贅 蛭 最 蜂1螺 雖 贅 蟄 


蠍 崎 鰹 蟷1鱗 麟 蝶 蟻 


6940 
6950 
6960 
6970 
6A20 
6A30 
6A40 


胆 颯 
6A40 


衡 衛1衛 衡 
6A40 
6A40 
6A50 
6A60 
6A70 
6B20 


袋 衰 相 任 


補 祥 桁 裔 


裸 褒 祖 褥 


襦 檻 篠 


椎 袖 袂 診1祖 祢 袖 祥 


装 相 装 裏 1掛 揚 襲 祥 


褪 禰 被 装 1褻 摺 機 揮 


杉 衰 


抱 表 装 社 


禰 複 揮 編 


禅 福 襲 


襴 襴 祥 


| 
6B20 
1両 軍 豪 覇 
| 


銀 凱 親 親 1覺 覧 戴 観 


覚 現 現 観 
6B20 
6B30 
6330 
隅 
触 
彎 
瓢 
6B30 
6B40 
6B50 
6B60 
6B70 
6C20 


計 証 訛 誘 1訥 訂 詰 訊 


誂 課 誨 誠 1証 詰 誦 謂 


言号講 諺 誼 


謳 鞠 薔 言商 


課 警 言睾 


1 
言卜言乞 


訳 詈 諏 1詭 訴 詢 誅 


諄 諷 調 訣 


詰 


謹 讃 


諄 誰 
設 謀 諄 調 1識 話 證 諸 


譴 春 讀 謙1観 譲 譲 


詫 諌 請 譜 


識 誌 謗 諾 


証 諄 詳 詔 


調 審 議 論 


6C20 
6C30 


枡 裕 


6C30 
豊 醜 竪 
6C30 
琢 蒙 猪 
6C30 


6C40 


オ 笏 須 察 |る休須 狙 貌 


貌 狙 貌 
6C40 
6C50 
嫌 博 贄 1贅 賛 贅 
贈 購 蒼 賊 
| 


賞 賤 賣 
武 
式 
貶 
貝 
賊 
貪 
盾 
貨 
賠 


雌 贔 贖 


6C50 


6C60 


服 


6C60 
乏 赳 楚1越 
6C60 
6C70 
6D20 


6D30 


助1珊 踊 践1跛 跛 詭 登 


蹟 離 躁 躍1践 脚 蹂 踵1輸 躊 蹟 


踏 躇 建 躍1蹟 踪 踊 躍1畷 障 践 躁 


跛 趾 鉄 


躊 蹟 側 
踊 躊 
躇 踊 壁 踏 


跳 間 蹂 


庭 躍 踏 


6D30 
6D40 
鰐 


窮1赫 蛙 螺 躾 
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6D40 
6D50 
6D60 


軋 輌1妻 軟 朝 珍1賦 軽 軽 


軽 輛 輌 輩1鞍 輻 頼 娘1殻 報 轄 


軽 鞭 轄 | | 


軽 
韓 


瓢 頼 軌 轄 


輔 精 軽 輛 


6D60 
睾1辟 辣 辞 辮 
| 


遁 迎 運 述 


過 選 違 


選 違 運 逆 


1辻 連 週 遭1迪 赴 運 辺 


運 遺 道 退1逆 通 浴 遺1連 達 逆 


道 遭 遺 途1適 遣 返 遊1遜 遠 随 遅 


退 達 遅 | | 


6D60 
6D70 
6E20 
6E30 
6E30 
6E40 
屯 
『1椰 郵 郡 呈 
『 谷 
「 雇 郭 讐 
「 


郷 部 郭 郊 
6E40 
6E50 


1酎 醜 酸 酷1断 酪 酷 醒1酷 酔 酢 醜 


馨 酪 謬 醸 1酷 醸 醸 鮮| | 
6E50 
1釉 輝 
6E50 
麓 


| 


6E50 
6E60 
6E70 
6F20 
6F30 
6F40 
6F50 


9t 釜 鋤 凱 


釣 鈍 鉄 鋼 


筑 鯨 錮 


鍵 鑑 錦 鎮 


鍵 舞 鍬 鉄 


鑢 鑑 鐘 炉 


| 1 
釧 


叙 鈍 釣 針1砂 銀 鉦 飯1銭 鉗 距 鉱 


飽 銘 衛 鉄1鈴 鈷 釦, 鉄 1銹 錯 錠 鍛 


鉛 銭 鐸1銀 鋳 銃 賦1鍛 鐘 鍼 輸 


熔 鐘 嚢 鰹1雲 縮 錦 鏃1鰻 謬 鍵 銭 


錯 錬 票 錦1鐵 鐵 錯 鍛1堕 鋳 鍍 鉾 


錦 鍵 銀 鑽1鎖 鍵 塁 銀1襲 
6F50 
6F60 
6F70 


問 問 問1関 閑 聞 聞 


間 間 関 間 


関 聞 聞 閥 


闊 濶 関 閣1関 問 間 間 
関 閣 闇 聞 
~1肝 


F二 院 阻1跛 隔 隋 睡1陥 映 陛 


映 防 隣 1陸 阪 阻 随1隕 院 険 随1隠 陀 瞑 朧 
6F70 
7020 
7030 棄 隷 
7030 
佳 唯 1儒 雉 確 篠1雑 雹 離 | 
7030 
7040 
| 1 
雹1宵 電 需 寛 


雲 霧 罪 森 1実 雷 露 霞1露 養 甕 露1議 霊 菫 装 


7050 静 
7050 
鼻 
| 
7050 
面を面見1薔 
7050 
7060 


~ 1 
勒 報 靱1軸 軟 軽 較1軸 輛 軽 量 


幹 鞘 鵜 靴 1鞣 軽 輔 縫1軽 鞭 | 
7060 
7060 


」手 


1上 暦 奎 
7060 
7070 詔 詢 


J ヨL 


7070 
7120 


頑 頌1頸 順 額 領1顔 顆 顔 顕1饉 願 笙 


顕 額 顧| | | 


7 


虫 


血 


行 


衣 


両 


見 


角 


谷 


ユ 


本 


塚 


貝 


赤 


走 


足 


身 


車 


辛 


遺 


〔 


=ι 


酉 


釆 


里 


金 


門 


阜 


兼 


佳一雨 


青 


, ト 


面 


革 


草 


韮 


頁 
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風 17120 
1面 颯 腱 震1瓢 應 組 


食 
| 
| 
| 


■ 


1 


1 


| 


7120 
7130 
7140 


鋪 餘 銘 筋 


鍛 饒 餓 委 


1 
鈍 


餞 談 餅 鋼 1裟 餞 鋼 饂 


妖 餃 鮨 銀 


饉 鰻 館 餓 


首 17140 
1旭 馘 
7140 


諄 17140 


■17150 


」7160 
駁 路 馴 騨1暇 鵬 駄 駐 


褥 致 : 四 
5史 1駐 5台 驚 該 


駐 編 泰 騒1駆 鯵 驀 瞬 


駐 駆 患 騒 


| 
熙 騎 駿 騨 1験 躾 駐 


華17160 


‐ 17170 


舒 骰 格 牌 


張 鯛 髄 催 
7170 
1課 
7170 
7220 


影 髯 男 竜 髯 署 髪1髯 髪 髯 


髪 藤 髪 髪 髪 姜 重 


| 
7220 
1問 閣 関 固1闘 国 
7220 
営 
7220 
円 
7230 暁 魃 魏 担1蝠 饉 魔 
7230 
7240 
7250 
7260 


鮒 孫 蕉 鞘 


妨 


鯨 剤 婦 輛 


鯉 鰭 鯖 蝶 


鮮 評 飽 妬1終 鮫 詭 鮨 


賜 観 鰻 鰯 1倒F鯵 鯨 鯨 


類 鰊 鯨 饂1饂 螺 鰤 瑠 


鱗 鱚 | 


鯰 蝦 賊 


坤 鯨 贅 鮮 
鱚 鰭 鰻 
7260 
7270 
7320 


7330 
7340 


鋏 鳩 鳩 煮 鷲 嶋 鴫 鶏 


売 見1鳩 鵬 属 鷹 


舵 鵠 鶴 鶴1鶴 衛 鵬 


鵬 驚 鶴1鵬 鴫 鵬 
鶉 鵜 鵜 鴨 鶴 鵠 鶉 肇 


鰐 鵠 鵜 鶯 
鶴 鶏 鵜 鵠1鵜 鵜 鵡 鵜1鶴 摯 鵬 鶴 


鵬 鶴 鸞 | | 
7340 
歯1鍼 盟 
7340 
鹿 塵1薬 興 麒 薔1費 爵 
7340 
委 娃 
7350 難 麺 麹 | 
7350 
靡 


| 
7350 
1書 
7350 
黎 砧 稿 
| 
7350 
7360 
跨 剛 路 勁1踏 鯨 熱 蹄 
徴 燿 類 
7360 
術1献 齢 
7360 
電 
毯 
7360 
7360 
嵐1艶 
7360 
軒 
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齊 
7360 
7360 
7370 歯t 詢 歯1齢 1齢 麒 薔 齢 醍 握 齢 鰐 
| 


二日 


7370 
1寵 
7370 
1亀 
7370 
命 
7420 
尭 根 進 1瑶 


| 


■■■■■■■■■■ 


| 


嘔―― 


香 
1 
薇 
| 


嵩 


国』 
言隔 


鬼 


缶 


‐鳥 


‐歯 


鹿 


夕 : 


麻 


黄 


黍 


里 


市 


電 


鼓 
1 鼓 禁 | 


鼠 


鼻 


齊 


歯 


龍 


亀一 


禽 


■■■■■■ 


宛先人 


宛先人をのカー ドを見る 


宛名 


宛名の記入 . . . . . 


宛名の敬称の変更 . . 


宛名の登録 . . . . . 


宛名の変更 . . . . . 


宛名の レイアウ ト確認 


移動 . . . . . . . . . . 


F日届」 


印刷項目の設定 . . . 


毛筆で印刷するには 
. 


葉書の表を印刷する 
. 


葉書をセ ットするには 


葉書の文面を印刷する 


英数字の入力 . . . . . . 


オー トダイアル . . . 


カーソル 


住所録から氏名を選′もヽ 


カー ド 


カー ドの削除 . . . … 


カー ドー覧画面 . . … 


カタカナの入力 . . . . . 


漢字 


漢字の入力 . . . . . 


他の漢字に変換する … 


J I Sコ ー ドー覧 . . … 


J I Sコ ー ドを使 った入力 


キー上の表示と押 しかた _ 


記号の入力 . . . . . . _ 


イ可 


己史イ7 . . . . . . . ・ . 


行移動 . . . . . . . ` 


０ 
　 
６ 
７ 
９ 
‐ 
１ 
８ 
， 
６ 
５ 
　 
３ 
４ 
４ 
５ 
４ 
８ 


行間隔の設定 . . . . . 


最大行数 . . . . . . . 


イ〒肖」 
F余 . . . . . . . . 


イ〒1多飾 . . . . . . . . 


グループ 


住所録のグループ分け 
. 


グループー覧 . . . . . 


グループから氏名を削除 


敬称の変更 . . . . . . . . 


検索 


文字の検索 . . . . . . 


削除 


行の削除 . . . . . . . . 


住所録か らのカー ドの削除 


グループからの削除 . . . 


文字の削除 . . . . . . . 


索引 


氏名の索引 . . . . . . . 


差=人 . . . . . . . . . . . 


書式 


文書の書式設定 . . . . . 


' 肖 
云 


カー ドの消去 ( 自 紙にする) 


文書の消去 . . . . . . . 


挿入 


文字の挿入 。. . . . . . 


行の挿入 . . . . ・ . . . 


J I Sコ ー ドでの入力 . . . . . 


デ ィスク 


デ ィスクについて。. . 


ディスクの初期化 . . . 


ディスクのバ ックアップ 


９ 
９ 
４ 
３ 
７ 
７ 
８ 
８ 
Ю 
９ 
‐ 
９ 
７ 
て 
６ 
６ 
４ 
６ 
６ 


70 


60 


61 


58 


62 


90 


4」 


75 


４　５　９　２　　　３　６　　　９　　　９　９　　　２　３ 
　６ 
８　５　６　４　　　７　５　　　７　　　４ 
　８　　　４　４　 
４ 


59 


. 55 


. 35 


. 41 


９ 
　 
９ 
‐ 
　 
９ 
‐ 


４ 
４ 
９ 
６ 
０ 
０ 
　 
３ 
６ 
４ 
４ 
９ 
４ 
４ 
４ 
　 
４ 
８ 


口 
〕】 


あ行 


さ 行 


か 行 


た 行 


登 録 


宛名の登録 
. 


差出人の登録 


文面の登録 
. 


49 


56 


87 


レイアウ ト 


宛名の レイアウ ト表示 
. 


文面の レイアウ ト表示 
. 


４ 
　 
８ 


入 力 


かな入力 
39 


39 
ローマ字入力 


貼付 


カー ドの貼付 
. 


文書の貼付 . . 


ひらがな 


ひらがなの入力 


５ 
　 
８ 
　 
　 
　 
４ 
　 
４ 


漢字からひらがなに戻す 


複 写 


カー ドの複写 
54 


85 


88 


行の複写 
. 


文書の複写 


編 集 


文書の編集 
82 


文 字 


半角文字 
. 


文字間隔 
. 


文字サイズ 


文字修飾 
. 


文字の修正 


. 41 


. 79 


文字数 . . . . . 


８ 
２ 
８ 
３ 
４ 
２ 
７ 
９ 
３ 
９ 


文字の入力 


毛筆印刷 . . . 


毛筆デ ィスク . 
. . 61 


毛 筆 


9 


な行 


ま行 
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